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筆者紹介 大正 2 年 4 月，栃木県に 生れる。 昭和 5 年 
生涯の仕事となるさけ ，ます増殖事業に 就く。 6 年に 
は択 挺水産 令 の 紗那 ふ化場に移って 昭和 2 さ年の引揚げ 
まで 択捉 に住む。 この間， 択捉 のふ化場か北海道水産   僻 仕場に吸収されるなど 幾多の島の変遷を 見てきた， 
2 ろ字以後，江別，北見，天塩，千歳などの 文場を経て   

現在北海道さけ ，ますふ化場北見文場長。 

                                                                    根室と島を結ぶ 小さな 
                                                  しながら荒波をわけて 進む「 牛   

目 次     
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].  気 象 む す び 

① 天 候 

② 降雨量 ま え が き 

  千島列島は本道の 東北端に位置し ， 南は国 

④ 季 節 後島より東北方はソ 連 領 カム テヤッカ 半島と   対幅する占守島に 至る延長約 l,l80 ㎞間に点 

        落                 大小 ?4 に及ぶ千島火山系の 島 峡 より 成 

5. 交通と通信 り ，南部，中部および 北部千島に分れ ，行政 

① 交 通 上 では根室支庁に 属して，国防並びに 漁業上 

② 通 信 重要な国際接触 線 であ った。 

  業 択捉 ・国俊および 色白河島の属する 南 千島 

].  さくらます は ， l ぬ 4 年 ( 安政元年 ) 日露下田条約で 日本 

2. からふとます 領土となり，中部および 北部千島は l875 年 ( 

6. さ   明治 8 年 ) 以来「樺太と 交換条約」により 日 

4.  へ に さ け 本領となった。 気候は概して 霧が多       
Ⅴ さけ，ますのふ 化事業 業 ，畜産および 鉱業などの開発が 行なれたが 

l. ふ化事業の沿革 見るべきものなかった。 然し，四大漁場の 一   つであ るオホーツク 海に面し，寒流性のま 

5. 事 業 成 績 す， さけ，たら，かに ，にしん， くじらおよ 

4. 事業実施状況 び 昆布などの水産物は 大きな生産を 挙げ ，蛋 

① ま す 白質の供給と 外貨獲得に大きな 役割りを果た 

⑫ さ   した。 水産物のうちさけ ，ますは特に 多         
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叱正の 的簗 老を占め，さけ ，ますのふ化事業 

も択 捉 ，国俊両島において ，古くより水産会 

や漁業会社の 経営で実施されてきたが ，四相 

9 年全道民営ふ 化場の北海道移管に 伴ない， 

北海道 鮎鱒 ふ化場 択捉 文場および国俊文場と 

なり，爾来，同 20 年 8 月 l5 日の大東亜戦争終 

結まで大いに 実績を挙げた。 

筆者は昭和 5 年択捉島水産会の 経営に よ る 

紗那 虹鱒ふ化場に 奉職し同 ヮ年 以後は北海道 

仲 @ 蝸 ふ化場 択捉 文場に終戦まで 勤務した。 下 

品 は 今やソ連の支配下にあ り，北方領 : ヒ @@l 

並びに北方漁業諸対策が 推進されている。 

そこで昭和 5 年頃 から終戦直後までの 勤務 

当時の記憶を 辿り，択捉島のさけ ，ますふ化 

事業の状況を 中心に島の環境と 併せて 竿 者が 

実際に体験したことと 関係者の氏名を 挙げ参 

考にと思い 嵌 めてみた。 

工 択捉島の概要 

本島は行政上姉部姉村より 成り，南を択 捉 

郡 留別 村 ，中間を紗郡部 紗那 郡村，北を革 取 

郡韮 取付と称し，南西より 北東に細長く ， そ 

の 延長は約 205.5 ㎞，総面積約 5. 屋 5 ㎞れで， 

東経 l46 。 55,-l48 。 55,. 北緯 44 。 24,-45 。 33, の 

間に位置し，千島列島最大の 島であ る。 また 

島の中には l,m ロ l   旭 -l,5n ロ れの活火山および 

休火山が南西より 東北に連立し ，鳥のほ ほ 中 

央オホーツク 海に面する散布山は 標高 l,h5n,,1 

あ り， 択捉 富士と称せられて 夏でも雨が残っ 

ている。 

東部太平洋岸の 海岸線 は 概ね断崖で，直ち 

に海潮の洗う 処が多く，河川は 直流で峡谷が 

深く，水勢も 急であ る。 従って，天然の 良港 

としては 単冠湾 以外では見るべきものがなく 

樺か ?- る港 だけが船舶を 碇 撰 するにすぎな 

い。 単冠 湾は昭和仏年 l2 月 8 日，大東亜戦争   

の発端，真珠湾を 奇襲攻撃した 旧連合艦隊が 

作戦のため集結した 処で，当時の 帝国海軍の 

偉容が想起される。 

西部の ガホ一ック海 沿岸は概して 緩 傾斜が 

多く，海岸線も 長く岬角が突出して 港湾が 多 

  
?. 叩 l の 流長 約 4Q ㎞の留別川を 始め， 紗那 

川 ，別様 川 ， 藁取川等 があ り，何れもさくら 

ます，からふとます ， さ けが多数 漏 上する。 

また別様川流域は 広大な泥炭地を 形成してい 

る 。 

                                                      年期湖を始めとして 

大小仔を数え ，火山火口湖または 海跡湖であ 

るが，何れの 湖にもククイ ， ィ トク， 辣魚 ， 

カラス 貝 ，オジ ョロ コマなどの淡水魚が 棲息 

し，さけ，ますの 漏 上も多くふ化事業との 関 

係 もまた大きい。 中でも フ ル モベツ 湖はべに 

さけ のふ化場で有名であ った。 

択捉島の湖沼は 昭和ァ年子爵田中阿歌麿民 

同相年北海道水産試験場高安姉次郎氏，近藤 

賢蔵 氏 および大東信一氏等によって 理化学 

的，生物学的な 面ばかりでなく ，繁殖保護お 

よび生産力等を 詳細に 亘 って調査された。 

Ⅱ j 甘 革 

千島列島は北海道本島と 共に「渡り鳥」， 

「蝦夷千島」等と 称され，北海道の 一部であ 

った 。 憶 45 年 ( 寛永 20 年 ) 当時西欧に伝えられ 

た処によると ，日本の東海にあ る島々はガラ 

ンダから派遣されたマールデ ソ ，グリ ツセソ 

の率いる探検 船 によって紹介されたのが 初め 

で，諸人の発見は @ 鉾年 ( 元禄 l2 年 ) と言わ 

れている。 

ロンヤ人が千島列島 @C 侵入してきたのは ， 

東洋政策 @C よってカムチヤ ッカ に基地を持 

ち，まず占守島を 占領したのが 始まりで，そ 

の後，漸次南下して 中部千島のラジュ ワ島 以 

北の諸島を占領した。 しかし，当時の 松前 藩 

は落 勢も貧弱で，諸人の 跳梁 @e 対して防備す 

る 実力がなく，また ，何等の措置も 講じてい 

なかったため ， 岱ぴ年 ( 元文 l 年 ) には 行撫 

島以北の列島は 悉く ロジャ の所轄する所とな 

った 。 

幕府が北辺の 容易でない事態を 初めて認め 

たのは 17 円 年 ( 明和 8 年 ) であ って，その後 

l785 年 ( 天明 5 年 ) に 昔 諸役の山口 鉄 五郎を 
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P.H 生棲 動物 水生植物 摘     要   

    甲殻類 
ヒロハ / エビモ 
クメ バテ モ 

各氏平氏が， ウルモベ ツ湖産 のべ 

6 2   3-6.4  ウグイ 

珪藻類 ほ さけ卵を移植した。 S8 年何日方 
粒， 9 年 60 万粒。   

  0 [@7 へに マ，クダ ガイ さけ， イ オ ，カラス ンョコ ヒロハ ササヱビモ / エビモ 

    6.8 ア タ マス，ガ ンヨロ   
  コマ ， トダ ウ ガ 

    
  スジエピ ， カラス ガ 

7 l 一 イ ，ます，マルタ ニエゾ ヤナギ モ 
    

セソニソモ ， クメ バ 

  81  ウグイ，イト ヴ テモ モ ，ヒロハ / エヒ 。 留別海ふ化場があ る。 

      l-7.15 さけ，ます，ウグイ セン ヒロハ ニソ / モ エビモ 雑口事業場があ る。 

  ロ ア さけ，ます， テカ ナ ヒロハ ガパ / / エビ ヱビ モ モ 流入する 奥 / 川に捕獲 場 かあ る。 

  72 さけ，ます， ィ                           当路事業場では 湖 内で親魚を捕獲 
ナ ガハ / エビ そ している。         
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国 後に派遣してその 真 柏を調査させ ， 又 その 

翌年は最上徳内に 命じて 択捉 ，得撫島の状態 

をつぶさに調査させたその 結果初めて 露 大雨 

俊 状態が明白となり ，北辺防備の 急務を脱 く 

者が出るようになった。 更に幕府はけ 簗年 ( 寛 

政 5 年 ) 再度最上徳内に 命じて検分させたが 

露 人は南千島の 窺盗を企図し ， 更に本土の近 

海を脅やかすようになったので 幕府は遂にそ 

の治安並びに 経営責任を弱小の 松前 藩 に任せ 

ることのむずかしいことを 認め， l798 年 ( 寛 

政竹竿 ) に渡辺大蔵 外 8n 名を派遣して 大規模 

な 調査を命ずると 共に一行中の 近藤重蔵 は国 

後に渡り， 択捉に 進んで実地に 検分し，翌年 

高田屋嘉兵衛に 命じて 択捉 航行の途を開か 

せ ， 更川 8 ㏄ 年 ( 寛政 l2 年 ) 近藤重蔵 は前の 

調査に基いて 漁場 け 個所を開き，全島を 7 卵 

25 村に分けて郷村の 制度を定め， 「大日本恵 
登呂府 」と書いた標柱を 糞取付 の 「カムイワ 

，カナ イ 」の高地に建てて 帰った。 このよう 

に，幕府は数回に 亘 って幕吏を択 捉 に派遣し 

て視察させたが ，事の重大さに 鑑み l802 年 ( 

享 和 2 年 ) 東蝦夷地の坂支配を 改めて幕府の 

直轄とし，勤番所を 設けて警備に 当ることに 

した。 

その後 1807 年 ( 文化 4 年 ) 露船 2 隻が 択捉 

に来襲し，警備に 当った南部，津軽 両 藩の兵 

は逃亡するか 或いは撃たれ 幕吏戸田芥大夫は 

憤死した。 (C の地は紗 那 より約 4 ㎞ 有朋 に 

あ り，榎町沢と 称し，石碑があ った。 ) 以 

来，国威は北辺に 及ばないで韓人の 楳 燗 する 

処 となり，辛うじて 択 捉を仙台 藩に ， 国 後を 

秋田 蕗に 命じて警備を 固めさせ， 又 W8 Ⅱ 年 ( 

文化 5 年 ) 高田屋嘉兵衛に 択捉 場所，藤野 葺 

兵衛に国後場所をそれぞれ 請負わせ，和人の 
移住と漁場の 開発を図った。 

然し，とかく 北辺のこの地方は 幕府の所在 

地から遠いため 経営に多大の 困難があ り，そ 

の手薄に乗じて 露国 は南 千島は勿論のこと ， 

本道にまでその 勢力を及ぼそうとして 現地の 

紛争が絶えなかった ，そこで 1854 年 ( 安政元 

年 ) ロン ヤ 使節ブテ ヤ 一ヂ ソと枯府 が交渉し 

て 「日本国と ロソヤ国 との境は，択捉島と 得 

撫島の間とし ，択捉島と国後島 は 日本国に， 

得撫島より北方のクリル 諸島 はロ ジ ャ 国に属 

す。 樺太は日本国と ロソ ヤ回との間に 境を分 

けず従来通りとする。 」という，所謂「日露 

和親条約」を 下田で結んだ。 

1868 年 ( 明治元年 ), 大政奉還に 伴 なって蝦 

夷地全島は政府直轄となり ，北海道と称して 

Ⅱ 国お 郡が定められ ，翌年開拓使が 置かれた。 

千島国は紗 那 郡を仙台 藩に ，国俊郡を秋田 

蕗に ， 択捉 郡を彦根 藩 に恩 別 郡を佐賀藩 に 

それぞれ支配を 命じたが，「 872 年 ( 明治 5 年 ) 

これを解いて 開拓使根室支庁に 統轄した。 

日露和親条約締結後も 樺太と共に，千島は 

現地において 圃 々 紛争が起った。 しかし， 

l874 年 ( 明治 7) 年に榎本武揚が 全権 大使と 

して ロジャ に派遣され，数次に 亘る 交渉の結 

果，翌年 l875 年樺太，クリル 諸島の「樺太， 

千島交換条約」 ( 明治 8 年 5 月 l7 日全権 大使 

日本・榎本武揚， ロジ ャ ・ゴル テ ヤコブが セ 

ソト ・ピータースフレットにて 署名 ) が締結 

されてからは ，得撫島以北の 千島列島も我が 

国の領有となり ， l876 年 ( 明治 9 年 ) には北千 

島・ 中 千島と併せ 得撫 ・新知・占守の 三 部が 定 

められ，開拓使根室支庁の 管轄に置かれた。 

その後， l ㏄ 2 年 ( 明治 l5 年 ) 開拓使の廃止 

に伴い三具が 置かれ，千島は 根室 県 に所属す 

ることになったが ， 柊鰯年 ( 明治 伸年 ) , 北 

海道庁の設置に 体ない県が廃止されてからは 

紗那 支庁の隷属となり ，さらに 幹 n5 年 ( 明治 

ぴ年 ) には 紗那 支庁と根室支庁の 合併によ 

り，根室支庁の 統轄 下 に入り，爾来 け 45 ( 昭 

和 2 ロ 年 ) まで約半世紀の 長い間我が国の 産業 

上に大きな役割りを 果してきた。 しかし，終 

戦と共にソ連軍の 進駐によって 千島列島は勿 

論， 歯舞 ，色白戸 島 までも行政の 友 は ない地 

域となった。 

部別の開基沿革は 次の通りであ る。 

( 紗 郡部 紗那村 ) 

l8 皿 年 : 幕吏近藤重蔵 と請負人 高 m 屋募 兵 

衛Ⅲ 場 開始， 
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l8% 年 : 根室支庁 振別 出張所， 紗 部分 局 設 け 23 年 : 二級町村制施行，村名を 薬取と称 

置 。 す 。 

け臆年 : 紗 部外 2 村戸長役場を 設置。 

幹 25 年 : 二級町村制施行，村名を 紗 那と下め ; 
Ⅱ 人 文 

す 。 ].  気 象 

( 択捉郡 留別封 ) ① 天 候 

l77 ろ字 : 幕吏近藤重蔵 命 をうけて摂津の 商 島の北西岸はオホーツク 海に，南東岸は 太 

大 高田屋嘉兵衛を 水先船頭とし 番 卒 洋岸に面し黒潮および 親潮の影響を ぅけ 

人 2 名と蝦夷 船 2 隻を率いて漁場 ている。 潮流の消長は 季節によって 多少の差 

の 創設所を踏査し ，翌年 2 隻に 漁 は あ るが，この地方の 気象に著しい 影響を与 

貝 貨物を塔 載 して 名 門に渡り貨物 えている。 冬期中の気温は 一 4.0 で -5 山で 

を 蝦夷に 頒け 与えて漁場を 開き， で，道南部に 時々等しく，釧路地方より 却っ 

漁具を授けて 生産を教え蝦夷の 蒙 て温暖であ る。 最低気温が   籠山で以下とな 

昧を啓 いた。 る 日数も，年間でオホーツク 海側は 4 コ目性， 太 

侶ぬ年 : 振 制外 4 村戸長役場設置。 平 洋側では 5D 日程度であ る。 然し ， 夏の気温 

碑 25 年 : _ 級 町村制施行，村名を 留別と称 の高い期間は 至って 短 かく．オホーツク 海側 

す 。 は気温が比較的高く 平均気温Ⅱ． 0 で～仏山む 

( 嚢取郡革 取材 ) であ るが，最高は 7 -8 月に 5Q.D 宅に達する 

本村 は 蝦夷に属する 択捉 時の一部として こともあ る。 太平洋側はこの 地 特有の海霧の 

松前藩の所領で ため， 日照時間が少ないことと ，海上からの 

180D 午 : 幕府の直轄漁場請負 制 に依り高田 冷涼な気塊が 浸入することによって ，気温は 

屋事兵衛の請負となる。 概して低い。 

l 消ロ 年 : 仙台藩の所領に 属す。 ② 降雨 彊 

化 引竿 : 葉取 村戸長役場 投胃 。 何月から 5 月までの冬期間は 大陸からの 強 
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い 季節風により ， オホーツク海側では l 山口ロ 

柳内外の降水量であ るが，太平洋側ではそれ 

より幾分少ない。 然し，夏期になると 逆に太 

ゼ洋 側の方が多くなる 傾向があ り， 大体 8 叩 

㍼ -l 月㏄瑚であ る。 

また降雨日数についてみるとオホーツク 海 

側では，冬期間連日のように 降雪があ るのに 

反し，太平洋側ではその 半分以下であ る。 夏 

期間は西側とも 殆 んど差がなく ，年間の降雨 

総日数は太平洋側で 22 ロ -250 日， オホーツク 

海側では l50-] 切目であ る。 

③ 風 

この地方は日本に 襲来する低気圧が 通過す 

る経路にあ たっており，冬期間はオホーツク 

海側を，夏期には 太平洋側を通過する 傾向が 

あ る。 特に，冬期は 雪を交える猛烈な 偏西風 

が 吹き続き，月間 2 ロ口内外の暴風となるが ， 

夏期になると 極めて平穏の 日が続き，本道と 

気 象 の 概 況 

  

殆 んど 装 らない位であ る。 然し，この地方は 

低気圧の通過直前に 急激に天候が 悪化し，通 

過後も容易 @C 平常 @C 復さない傾向にあ るので 

夏期間でも 5-7 日間の暴風となる " 

④ 季 節 

初霜 (   。   ) は木道中央部 と殆 んど変りなく 

何月上旬か下旬であ るが，終日は 根室に比べ 

て共に相口以上遅いようであ る。 

この地方にとって 看過し出来ないのはオホ 

一 ツク 海 沿岸の流氷で ，接岸の初日は 平年 2 

月 ?0 日頃 ，離岸は 4 月下旬であ る。 ( 南の国 

後島の初日は 2 月上旬で北ほど 遅い ) 。 流氷 

は 4 月上旬頃 から風位によって 離 ，接岸を繰 

り返し， 各 島々の水道より 太平洋に出るが ， 

ここの 離 接岸によって 海浜の岩石に 附着する 

海草類の胞子を 離脱させるので ， この時期に 

なると海草を 採取する島民は ，一喜一夏して 

流氷を見守ったものであ る。 

  紗那 伊 W4- 測候所観測， 移 4 ろの平均   
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初 霜 何月 5 日 終 霜 6 月Ⅱ 日 部，中部，北部の ろ 地区に分れている。 

H 籾 一 ゴ 相肩引日 終 ・ ぎ 5 月 l8 日 南部は椴松，蝦夷松などの 針葉樹が主で 林 

柳流氷 2 月移駐 終 流氷 4 月 25 日 相も豊かであ る。 また白樺， ィタヤ ，ハンノ 

9  植生状況               ナナカマドなどの 活業樹が散生し ， 

本店の樹木 は 気候および 土 竹の関係から 南 その 成 苛は曳灯であ る。 草本は低山地Ⅲに フ 

一 Ⅱ o 一 



キ ，イタドリ，アザ ミ， ナナ ツバ などが生育 植物系とカムチヤ ッカ 以北の植物系を 区分す 

    海浜地にはハマナス ，ハマエンド ヴ，フ る 「宮部ライソ」で 知られている。 

クロ Ⅰ ョモギ などの雑草が 多く，富姉池 お また．択捉島全域に 自生する ソコタ             

よび樹材的には 熊笹が密生している。 主に中部に自生し 樹脂が非常に 多く，木質の 

                                                                                                          密度が高い落葉松の 一種 ) は ソ ベリヤの一部 

ハンノキ，イタ ヤ などの梧葉樹に 変り僅かの と 2 地区にだけあ る 川 ．射的に 惨 らしい樹種 と 

落葉松が混生する 倭 桂林となっている。 草木 き { 

は 南部と大差なく ，箇所により 熊笹が密生し 2. 部 落 

ている。 海浜地にはハマナス ，ハマエ ソド 太平洋に面する 東海岸は地勢の 関係から部 

ク ，放牧地には テモジ ㍉ レ ，トクローバ 一 落も少なく，主に 海草を採取する 5 ロ 戸程 の 部 

などの牧草， エゾ スカン ユ                               落が散在し人口も 稀薄であ る。 

などの雑草が 多い。 一方ガ ホ一ック 海に面する西海岸は 海岸線 

北部は落葉松，白樺， ハソ ノキ，イタ ヤ な の屈曲が多く ， 従って 錨泊 @c 安定する漁村 あ 

どの 針 ，活況 晴 林相をなし，一般に 立木が少 るいは市街地があ って，行政および 物資集散 

なく草原の処もあ る。 北部の高地にはハイ の中心となっている。 殊に 紗 那は島のほ ほ中 

        その他高山植物が 活業 樹と 混生してい 央に位置し，村役場，二等郵便局，無線電信 

る 。 局 ，営林区 署 ，警察署，測候所，根室 区 裁判 

昭和 l5 年硯北海道大学名誉教授 舘脇操 博士 所出張所などの 諸官 街と ，北海道庁千島調査 

が 千島列島の植物研究に 渡島された 折紗那事 所が所在し枢要な 地であ った。 

業場 附近一帯に自生しているエトロフ 柳 ( 択 択捉島には発電の 設備がなかったため ， 各 

捉とカ                                                     しいもので 家庭では ラソプ を用い， ラジオは乾電池を 使 

雄藁が 4 本あ る。 ) とェゾリ ンゴ ( 俗に サ 一 席した。 

ナソと 言っている ) を調査された。 5 ヵ村の定住者戸数および 人口は次の通り 

ウ lV, プ島と 択捉島間の択挺水道は ， 道東 で ， 約 。 3Q96 は漁業に従事している。         
捷 取       
木島さけ，ます 漁業の約 95% を経営してい       本道から官庁関係の 視察，調査および 行 

る択捉 漁業株式会社は 函館市に本店をもち ， 商も渡島 し ， 又 漁期間だけではあ るが，綺麗 

また個人経営の 漁業者も函館に 居住してお どころも 乗 込んで急に賑やかになる。 

り ， 漁 時期に渡島する。 4 月下旬流氷の 去る 元 北 大水産学部教授疋田貴 治 氏は麒の調査 

のを待って ， たら，かにの 漁業や捕鯨業が 始 研究に 2-5 度来島され，漁場を 案内した ま 月からはます ，続いてさ け 漁に入 が ， 驚くほどの酒豪であ り，また北海道水産 

る 。 これらの缶詰工場および 捕鯨場の操業に 試験場技師長家子山氏は 海草類を調査され ， 

よって，漁夫および 従業員などが 季節的に渡 沢山標本を作っておられたように 記憶してい 

島し ，その数は定 但                                                                       
  



に 活気づく。 殊に， 紗 那は通信に便利な 関係 る北海道庁命令航路の 定期便があ り，太平洋 

もあ って，夜間は 湾内 @c5n- ㏄隻が碇泊 し ， 岸の東廻り線は 八里 節 ，大軍， 年朋 および 茂 

航海灯が静かな 波に映って，イルミネージョ 世路まで， ォホ一ック岸 廻り線は内 保 ，留別 

ソ のようであ る。 このような時期は 短かい 紗那 ， 別飛 および塵取の 各主要港に往復寄港 

が島としては 最もよいときで ，市街も大変 振 する。 

う 。 逆に冬期中は 各部落とも漁場の 切揚げに 0 函館港を墓地とする 定期船 

よって定住者だけとなり ，造材作業や 暖房用 近海郵船株式会社が 北海道庁命令定期航路 

薪の伐採に従事するだけの 単調で苛酷な 冬の として， 5 月からⅡ 肩 まで月 3 回 5,6U0 トソ 

生活であ る。 級の貨客船 ( 大隅 丸 ，弘前 九 ) が函館を出港 

3. 交通と通信 して，釧路，根室に 寄港の西廻り 線として 就 

① 交 通 航した。 函館出港後 各港 にて貨物の積み 下し 

本島は交通に 甚だ恵まれなく ，陸上に至っ があ るので，留別， 紗那は 4 日目に到着し ， 

ては僅かに南端の 内保と北端の 葉 取間 に準地 制戒 は 5 日目， 藁取 はろ日目となる。 留別， 

方 貫道路が設定されていたが ，開拓が少しも 紗 那は往復とも 寄港するが， 9 月下旬からⅡ 

進まず自転車さえ 使用出来ない 状態であ っ 月は北西風のため 2n 日間も入港できないこと 

た 。 内供 - 人里 節間 約 l5 ㎞，牛筋 - 別 我聞の もあ る。 この航路は昭和 15 年廃止となり ， 択 

絢加㎞は車馬が 通れる道路であ るが，他の道 捉の航路は専ら 根室港からの 定期船を利用す 

路は辛うじて 馬が通れる程度にすぎない。 さ ることになった。 

た ，径路には処々に 断崖や急坂あ るいは海浜 0 根室港を基地とする 定期船 

を 磯伝いする箇所などあ って，単身での 通行 北海道庁命令航路として 約 l ㏄トンの発動 

は非常に困難な 状態にあ るため，沿岸の 小部 機木造船が 東 ， 西 廻りて就航していたが ， C 

落への往来はどうしても 船の便にたよる 以外 の航路は船便の 回数も多く，根室出港の 翌日 

に 方法はない。 には留別， 紗 邦に到着するので 大変便利であ 

海路による本道との 交通は 4 月下旬より花 り終戦まで就航した。 

月上旬までで ，函館および 根室港を墓地とす 

定 期 船 の 就 航 状 態     
練若区 間   寄 港 地   期 間 と 回 数 - ""   ""             4.l2 月客 l 回 --- :1 。 1.6.9.]0 月 客 5l り l:7.8 --" 月客 4 回 

Ⅱ月 2 回 : l.2.3 月は航海なし。   

  
4 月 ] 回 :52 フ ． 8 タ ．「 0 月 客 5 図         

東海岸は 4 月から 7 月頃 まで，濃霧のため 航海の訓練のとき 東海岸の不凍港， 年朋港 ま 

に航行が容易てなく ，西海岸も ? 月下旬頃 か で郵便物を運んだが ，年所局から 島内各地に 

ら西北風によって 時化の日が多くなり ，不定 人 昔 によってスキ 一で次々と運搬される。 航 

期便となること 屋 々 であ った。 特 @Cl2 月上旬 行が絶えると 2 カ月以上も本州，本道から 郵 

から翌年の 4 月下旬までは 連日暴風にみまわ 便や小包等がなく ，島民にとって ，駆逐艦の 

れ，更に 12 月以降は流氷が 接岸するため 全く 来航は何よりの 慰みであ った。 また，この時 

航海は杜絶する。 に 受けとった新聞や 公文書は， 日付を逆に開 

なお，大湊要港部の 駆逐艦が毎年 2 月耐寒 封して後で整理することが 普通であ る。 その 
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後は 4 月下旬まで航行がなく ，俸給，諸手当 

などの郵便局払出し 金券も纏って 送付になる 

ため，誠に不便かつ 不自由な生活であ った。 

② 通 信 

郵便局は主要部落にあ り， 紗那が 2 等局の外 

は請負の局であ った。 本道との郵便物は 前述 

の函館および 根室からの定期船で 往復する。 

電信は海底電線が 敷設されていたため ，国 

後島を経て根室 居 に接続し，船便のない 冬期 

中における唯一の 通信機関であ ったが，流氷 

によって不通になったこともあ り， これを 整 

備 するととも @c 昭和 5 年 紗那 無線電信 局 が設 

置された。 

℡ 漁 業 

本島の環海は 千島寒流と対 島 暖流が交錯し 

ているため水族が 極めて多く ， 古くから世界 

三大漁場の一つに 数えられている 処であ る。 

特に 南 千島は地形土北海道本土とは 密接な関 

係があ って ， 古く松前 藩 時代から漁業が 開拓 

された。 

高田屋嘉兵衛が l8 叩年 ( 寛政 l2 年 ) 漁場を 

開き，その後栖原 角 兵衛 ( 栖原氏は千島，樺 
太および北海道の 漁業創設者で ，明治 8 年ロ 

ソヤと 千島，樺太交換条約成立まで 樺太に 5 ロ 

箇所の漁場をもち ，その後択捉島オホーツク 

海岸沿いの大部分の 漁場を終戦時まで 経営し 

た。 ) の経営した処で ，漁獲物はさけ ，ます， 

たら，にしん ，かになどのほか 海藻としては 

出荷， フノり ，クロノリ，ギン ナソ 草などが 

挙げられる。 さけ，ますなどの 主要漁業は専 

ら会社企業で ，函館より時期的に 乗り込み， 

製品口は函館に 集荷される。 たら，昆布その 他 

の 雑魚は零細土着民の 事業として海産商人に 

依る仕込経営または 協同漁業組合を 中心とす 

る個人経営が 大多数を占めており ，製品は殆 

んど根室に集荷される。 

本島 @C おけるさけ，ますの 生産額は，昭和 

仁年において 約 ],2 皿万円に達し ，全島生産 

額の約 8596 に 当る 。 

さけ，ます漁業の 消長は本用の 漁業経営に 

重大な影響があ り，大正Ⅱ 年 河川漁業を廃止 

して沿岸漁業に 切り替え，天然繁殖の 助長と 

共に人工ふ化により ，ます 5 万万 ( 約 6m0 五 

尾 ) さけ 2 万 百 ( 約 l20 万屋 ) の漁獲を維持 

するため，ふ 化場 設円 l5 ヵ年計画を樹立し ， 

毎年ます 2 億 5 千万屋， さけ l 億 尾 をふ化放 

流する計画を 同年 9 月の択捉島水産会で 可決 

し，昭和仏 年 よります 5 万万， さけ ] 万 5 千 

石 ( 約九万屋 ) の漁獲も安定し ，河川の渥上 

も漸次多くなった。 さけ，ますは 殆んど オホ 

一 ツク 海 沿岸に 洞泥し ，べに さ けは両岸の北 

部にあ る ジベ トロと当路に 接岸するが，太平 

洋岸のウル モベツ に多く接岸し ， ウル モベツ 

湖には東洋一を 誇る設備のふ 化場があ った。 

千島の漁業資源 @C ついては 総 ゆる角度から 

調査が進められ ，昭和仏年には 前田利 為 侯爵 

を団長，真藤日色社長を 副団長とし，戸塚北 

海道庁長官，下村走法学博士 外 7 名による千 

島調査団が， 北 千島より漸次 各 島の調査を進 

めた。 紗 邦に上陸されたのは 8 月上旬で，磯 

には，ハマナス ， エゾスカソュリ ， クロス リ な 

どが綾部 と 咲き満ちて， 島 としては最もよい 

季節であ った。 紗那 ふ化場を視察したあ と， 

紗那 川の石原で盛んに 斥 上するますの 美味し 

い 石 鍋料理 ( 平たい石を木炭 か 焚火で熱し， 

味噌で丸く囲んで 鍋 として，ますと 野菜を砂 

糖と酒で味付けする ) を味わい，廻りの 環境 

と素朴な野趣に 満ちた 珍 らしい 択捉 独特の料 

理に大変満足された。 その時筆者は 下村先生 

より即興の短ざくを 2 枚頂き，折角の 記念も 

今もっていないのは 誠に残俳であ る。 

昭和Ⅱ年 9 月北海道で行なわれた 陸軍特別 

大演習の際，北方地域の 状況ならびに ゴヒ洋 漁 

業視察のため 久松侍従がご 差遣になり，択捉 

島の漁業 状 況を択捉島水産会長八木沢累次 氏 

よりご説明中上げた。 

昭和Ⅱ年には 北海道庁千島調査所が 紗 邦に 

設置されて，千島列島の 水産，林業および 地 

下資源を 5 力年に 亘 0% 名の スタッフで北海 

道拓殖 費 約 45 万円をかけて 調査した。 所長に 

は平田秀雄氏 ( 硯北海道放送株式会社常任 監 
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査役 ) , 水産資源関係に 三原健夫氏 ( 硯北海 

道さけ，ます 増殖事業協会長 ) , 尾崎 須 三郎 

氏，庶務課長藤原氏，畜産関係に 江田直 衛氏 

が当たられた ，これらの諸資料は 北方領土復 

帰ならびに北方漁業の 諸対策に大きく 役立っ 

ているものと 信じている。 

]. さくらます 

さくらます は 4 月上旬から 5 月下旬に接伴 

するが，その 数は僅少で直ちに 河川に沖上す 

るため，沿岸では 殆 んど漁獲の対照にしてい 

なかった。 

2. からふとます 

からふとますはさくらますについで ， 6 月 

上旬よりオホーツク 海に接岸し， 7 月上旬よ 

り盛期に入る。 初期に接岸するのは 本島のほ 

ぼ中央の留別地区で ，それより 紗那 ，別派， 藁 

取と 漸次 此 に移り，一群は 南下して名門方面 

に接岸する。 漁期は約 2 カ月であ るが，択捉 

島最大の漁業資源となっており ，昭和 ヮ 年は 

着業数 525 力統で約 l76 万屋， 同 Ⅱ年は 455 力 

統で，約 3@ 戸 尾 ，同仁 年は 475 グ 統で約 584 万 

尾を水揚げしている。 また漁獲物の 大半は 

面詰工場で加工され ，その他は塩蔵 または鮮 

魚のまま冷蔵 船で青森に輸送される。 なお， 

昭和 4 年のように 択捉 漁業開始以来の 大豊漁 

となって，約 72 ロ五尾を水揚げし ，盛漁期の 

8 月 中 はどの漁場も 建網の アバ が沈む 程 乗組 

して起しきれ 々 ，例年のようにどの 地区が主 - 

に 接甲 するということでなく ，海底から湧く 

ように感じられたという ，勿論工場はフル 操 

業で処理に当り ，一方青森からの 横 取り冷蔵 

船は，次々と 満船し ，また，函館から 塩の輸 

送が間に合わず ，処理に窮した。 その後は漁 

獲も安定し，年々約 6n ロ方屋 (5 万万 ) を水揚 

げするようになった ， 

3. さ け 

さ けは 8 月下旬に島の 東北方面より 南下， 

接岸し， 9 月中旬から竹戸中旬が 盛期であ 

る。 二百十日以後は 北西風の時化のため 操業 

ができず，漁期半ばにして 10 月下旬から切場 

げ 初める。 昭和 l5 年の着業数は l58 力統で絢 

加乃 尾 ( 約 ] 万 5 千石 ) を漁獲している。 殆 

んど塩蔵 にして「ニトロフ 新巻」として 函館 

に集荷される。 

4. べほ さけ 

択捉島は我が 国唯一のべに さ けの生産地で 

あ って，からふとますと 同時期にオホーツク 

海沿岸北部の 革 取 および当路地区に 若干接岸 

して何れも湖に 入る。 太平洋岸では 年朋湖 に 

入るほか ウ ル モベツ 地区に多く接岸し ，当時 

は本部最良のべに さけ 漁場で ，殆 んど缶詰に 

して欧州向けに 輸出された。 しかし，大正竹 

竿 ( 叩 2 ろ年 ) の 72 泊 UU 尾を最高に昭和 8 年 ( 

けお 年 ) には 叩 ， 8 的屋となり漁獲は 減少して 

いる。 

V  さけ，ますのふ 化事業 

1. ふ化事業の沿革 

択捉島の水産資源保護として 特筆するもの 

ほ さけ，ます人工ふ 化事業があ り，千島にお 

ける主要急のさけ ，ます再生産のため 古くか 

らこの事業が 積極的に実施された。   
ほ さけ 卵約ろ 万粒を札幌偕楽園に 移 植し，ふ 

                                                                                                                    本島 

のふ化 f 業は栖原 角 兵衛 氏 がその必要性を 自   

し １ ロ「 ，同 25 年 <1890 年 ) 当路湖畔に簡易ふ 化場 

を 設置し ， ふ化伝習生を 募集して技術者 ( 月 

択捉 漁業 K.K. 紗那鱒 缶詰工場 ( 昭和 12 年 ) 

( 中央は紗 那 Ⅱ け 

手当 4 円を支給 ) を養成した。 一方。 北海道庁 

よ り特別に派遣された 侠 付 信吉技手により． 
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各地区のふ化場建設予定地の 調査が実施され 

た。 その結果同 2W 年 Ⅱ 895) 年 択捉島水産組合 

によって第一期計画として ，同技手の設計に 

より制戒および 紗那 @C 各々 叩 0 円の経費でふ 

化場が建設された。 しかし，同年はたまたま 

不漁のためふ 化器その他の 購入は到底負担に 

堪えず，翌年は 組合の役員更迭の 結果・事業 

計画が変更になり 両 処の建物は売却された。 

明治 43 年 (.19l0 年 ), 択捉島水産組合は 留別 

川 にふ化場を建設し ， つづいて大正 9 午には 紗 

邦に新設した。 一方大正 4 年には谷茂平氏が タ 

ルモ ベツ に べ に さけ ふ化場を設置するなど ， 

択捉 のふ化事業は 漸く拡充の機運に 伺った。 

大正 l0 年当時の択捉島水産組合長八木沢 繁 沈 

床はさけ，ますのふ 化 @c 業が本島の将来に 益 

々重要であ ることを力説し 総会において 留 

別ふ化場を北海道庁に 寄附して設備の 拡充を 

図ると共に ， 次のふ化場建設計画を 決議した。 
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その後，ふ化場の 建設は年々進められ ，次 

のふ化場が設置されて 何力 処 となり， 択捉 全 

体でさけ，ます 併せて 2 億 5,500 万粒の収容設 

備となった。 

大正 13 年 官 萌 ふ化場 ( 有 荊州 ) 

留別ふ化場は 北海道庁に移管 

，昭和 2 年 別 飛 ふ化場 ( 別様 川 ) 

4 年 比良菜ふ化場 ( 地曳糸川 ) 

ァ年 縄目ふ化場 ( 羅 白川 ) 

8 年 年期ふ化場 ( 午崩湖 ) 

留別ふ化場の 北海道移管によって ，北海道 

庁は千歳 什鱒 ふ化場は日本海に ， 虹別 ふ化場 

は根室海に，留別ふ 化場はオホーツク 海の各 

海区にふ化放流と 併せて民営ふ 化事業を指導 

する体制となった。 

北海道においてこのようにさけ ，ますふ化 

事業が拡充整備されたことは ，早くから ゴヒ 海 

道庁が経営を 監督し，取締 る 制度として， 

「北海道人工ふ 化事業取締規則」を 公布実施 

したことによるものと 信ずる。 奨励制度の代 

表的なものとしては ，農林省令「漁業共同地 

設 奨励規則」および「水産増殖奨励規則」が 

あ り，また，北海道庁令「水産奨励規程」に 

より北海道拓殖 費 をもってふ化事業に 対し 

て ，奨励金を交付し 更に間接 @c は斯業を奨励 

する方法として 北海道庁では「さけ ，ますふ 

化実習生規程」があ って ， ふ化技術員を 養成 

する制度があ った。 

北海道人工ふ 化事業取締規則 

  昭和 昭和 2 5 年 年 5 5 月 月 26 7 目北海道庁令第 日北海道庁第五号改正 77 号   

第 l 条本則において 人工ふ化事業と 称する 

は公益の目的を 以って鮎鮨旗魚類の 

採卵ふ化放流を 為すものを謂う。 

第 2 条 人工ふ化事業は 左の各号の一に 該当 

するものに限り 之を許可す。 

l. 水産会 法 に依り設立したる 水産会 

2. 水産組合又は 水産組合連合会 

る ． 漁業組合又は 漁業組合連合会 

4. 前 各号の覚北海道庁長官において 

適当と認めるもの 

第二条 人工ふ化事業を 行わんとするものは 
左記事項を果し 北海道庁長円の 許可 

を受くべし。 

l. ふ化場の名称 

2. ふ化場の所在地 

5. 事業経営者の 住所及び氏名 ( 法人 

にあ りては事務所々在地及び 代表者 
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氏名 ) 

4. 放流すべきお、 種 

5. 事業計画 

イ 事業施行場所の 関係水域を示す 

図面 ( 漁場の位置を 併記すべし ) 

ロ 所要観点数，採卵 数 ，放流政 

八 回帰御増加 見込 敬 

ニ 受益者数 

ホ 将来拡張計画の 大要 

へ 右手後 5 年御年間の収支計算占 

卜 事業維持の方法 

ヂ 規約，会則， 定扶 又は右肘行為 

を記載したる 書類 

る ． 設計 書 

イ 採卵湯の面積，構造 配 百図，Ⅰ 

面図及び断面図 

ロ ふ化 室 ，事務室，倉庫， 住 右の 

面積，構造，配置 図 ，平面図及び 

断面図 

ハ 水源及び 誘水 設備の大 さ ，数量 

構造，配置 図 ，平面図及び 断面図 

二 養魚池の面積，水深，給水量， 

構造，配置 図 ， 平面図及び断面図 

ホ 採卵及びふ化器具の 種類， 太 さ 

数量，ふ化 室 給水量及び配置 図 

へ 採卵ふ化 @. こ 要する 器 貝の名称， 

数量 

ト 技術員の 数 

テ 工事完成期日 

り 設置費予算 

巳に 許可をうけたるものにして 前 各号の事 

項を変更せんとするときも 小 前項に同じ。 

第 4 条 前項の許可を 受けたるものにして 親 

魚 捕獲を為さんとするときは 左記事 

項を貝 し 北海道庁長官の 許可を受く 

  
l. 捕獲すべき親魚の 種類 

2. 捕獲の場所 ( 正確なる図面をもっ 

て地区を明示するを 要す ) 

る ． 捕獲の時期 

4. 捕獲の方法 ( 漁具の種類，太さ ， 

数量を記載し 必要な事項は 図示する 

を要す ) 

5. 未熟 魚 の畜養方法 

る． 卵子の運搬方法 

前項に依り許可をうけ 採補 したる 親 角は特 

別の事由なくして 之を採卵以外の 用途に供す 

ることを得ず。 

第 5 条 人工ふ化事業を 行 う ものは採卵湯， 

ふ化 室 ，養魚油，その 他必要なる設 

備を有する人 @1@ ふ化場を備えその 設 

備は左の標年によるべし。 

l. 採卵 湯 には親魚収容の 為 活 洲を備 

え採卵室及びふ 化室は直射光線 及び 

本気を防止し 得る構造と為すべし 

2. 笛佃 、 池の中行魚 油は 溝渠 式 に依り 

水深 l 尺 内外とし地底 る礫床 たらし 

め日射防止及び 吉敬予防装置を 備え 
浮遊他は水深 2 月以上とし，その 面 

積は仔黒油 02 ロ分の l たらしむべし 

る． ふ化器は「アトキ ソス 式」ふ化器 

を使用するものは 邪教 特 万粒に対し 

毎分時 ] 斗 以上， 仔 魚用水は l00 万 

尾 に付毎分時 4 百以上を給水し 得る 

設備をなすべし ，但しふ化用水は 4 

階段に配置したるふ 化槽においてほ 

40 万粒に対し給水することを 妨げず 

鮎 ， 斯類 人工ふ化場は 前項各号の標 

準 に 依らざることを 得 

男 6 条 人工ふ化場にに 左の各号の一に 該当 

する資格を有する 技術員を常置し ， 

その採用解任を 為さんとするときは 

北海道庁長官の 許可を受くべし。 

l. 道府県立水産学校若しくは 水産 講 

習 所の養殖科卒業生又は 之れと同等 

以上の技術を 有する者 

2. 北海道庁 鮭鱒 ふ化場においてふ 化 

技術を修得したる 者 

3.  2 ケ年 以上鮎鮨ふ化場に 勤務し技 

術に従事したる 者 

技術員の採用認可申請書には 給料額 

を記載し履歴書を 添付すべし 
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鮨鮎 類 人工ふ化場にっきては 前二項 

の規程に依らざることを 得 

第 7 条 人工ふ化事業を 休業し ス は廃止せん 

とするときは 事由を具し北海道庁長 

官に届出つべし。 

第 8 条 第三条若しくは 第 4 条の許可を ぅけ 

たる者は其の 事業の全部又は 一部を 

請負， 委托 又は貸付の方法により 他 

人をして之を 為さしむることを 得ず 

但し特別の事由に 依り北海道庁長官 

の許可を受けたるときは 此の限りに 

仕らず。 

第 9 条 北海道庁長官は 必要あ りと認めたる 

ときは親魚捕獲 場 ，採卵 湯 ，ふ化場 

の他面，構造，設備その 他経営方法 

に関し必要なる 命令を発することあ 

るべし " 

第穏条 人工ふ化事業の 許可を 3 けたる者 は 

北海道庁長官に 左の報告を為すべ 

し。 

l. 事業に着手し ス は終了したるとき 

は様式第一号に 依りる日以内 

2. 親魚 捕獲採卵期間中は 様式第二号 

及 び 第三号に依り 捕獲 場 別に即日及 

び毎月末日限り ， 之を終了したると 

きは様式第四号に 依り 7 日以内 

5. 人工ふ化事業を 終了したる時は 様 

式第五号及び 第六号に依り 毎年 7 月 

木日限り 

4. 事業予算は様式第七号に 依り事業 

に着手せんとする 年の 5 月末日限り 

決算は同様式に 依り，事業終了した 

る年の 7 月末日限り 

第 Ⅱ 条 北海道庁長官は 必要あ りと認むると 

きは所属吏員をして 事業を検査し 又 

ほ脂押 ， 監斉 せしむることあ るべ 

  
第 l2 条 種卵，種苗の 移入，分譲を 為さんと 

するものは左の 事項を具し北海道庁 

長官の許可を 受くべし 

l. 移入芳しくは 分譲すべき種卵， 種 

曲の産地，種類，数量又は 分譲 先 

2. 移入若しくは 分譲先の放流場所 

5. 移入若しくほ 分譲の時期及び 方法 

第仔条 左の各号の一に 該当するときは 北海 

道庁長官は事業の 許可を取消し 又は 

停止を命ずることあ るべし。 

l. 本則若しくは 本則に基きて 発する 

命令又は許可の 事項に違背したると 

き 

2. 公 笘を害する 虞 あ りと認められた 

とき 

Z. 事業の効果なしと 認めたるとき 

4. 第二条に依り 許可を ぅけ たる日よ 

り 一 御年以内に事業を 開始せざると 

き 

5. Sl 拉き休業 2 間 年 以上に 瓦 るとき 

第 l4 条 第 4 条第 2 項の規定に違反したると 

きは 5 ロ 円 以下の罰金拘留 スは 科料に 

処す 

第 l5 条 本則により北海道庁長官に 提出する 

書類は人工ふ 化場所在地を 管轄する 

支庁又は市役所を 経由すべし 

附 則 

男枯条 本則は公布の 日より施行す。 

第 17 条 本則施行の際 已 に許可を受け 現に人 

工ふ化事業を 行うものは本則により 

許可を受けたるものと 看倣す， 但し 

北海道庁長官の 認可を受けたるもの 

は本則施行の 日より 二箇 年間第五条 

の規定に依らさることを 得 

様式第一号 事業着手終了 届 

様式第二号 観点捕獲採卵日報 

様式第姉号 新点捕獲採卵月報 

様式第四号 親魚 捕獲採卵成績表 

様式第五号 ふ化成績表 

様式第六号 ふ化事業報告 

様式 集セ与 ふ化場経費 予 決算書 

昭和 5 年頃 より 九 千島さけ，ます 流網 が急 

激に増加したことによって ，北海道沿岸並び 

に 南 千島に対する 影響が大きくなったので ， 

同 8 年民営ふ化事業代表の 八木沢累次 氏 ( 択 
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                                            ( 根甲 j, ,, Ⅲ石山 氏 ． (.lll                                                                                                                     
        大西真平氏 ( 紋 g@j) の諸氏か北海道打に             ( 前 北海道さけ，ます 増加事業協会 

「仕丁品川崎 仇網 何業の影響と 民営ふ化事業 艮 ) が発令された。 なお，北海道庁千歳 岨鱒     
                                                                                            ふ化場は支場となって 名地域を統轄すること 

に締少 されて， う ち 将 5 件 か丁可 にな           になりた。                                                       

史 に道水畔 探 はふ化事業をⅢ 常 とすることを                                                                                                 
              守ヮ 年 4 月には 択促 および 同 後を合                                                               

把 捉 支 ， 事 業 場 職 員 昭和 9 年 7 月 )     目 @   

                                            野 宜雄，大沢茂人，長谷川友之助，竹島伝蔵 Ⅱ良雄，Ⅲ ll 茂利雄，木川「Ⅶ二 %, ド 山川之 ，岡本八代 松 ，関谷     当     細 f ヨ   % 高橋有力 :L 

                                                                                  を 占めていた 詞 実によってもな w 何に両島かさ 

のため，古くからふ 化場が設古され ，昭和 8  け ，ますの再生産にとって 重要な地域てあ   

年における両島の 官官民営，にⅡ る 事足場は たかを知ることが 出来る。 昭和 20 年の終戦 @ こ 

l5 力場を数え，その 亨                                               よってソ連の 支配下となり ，仝道のふ化事業 

場 の 給 事業 量 に対し， 硯伍 捕獲数において ， せも 約丈老 の 戚 とな『 た 。 

さ けは約 58 乙の，ますは 約 76 4% のウェー     

択捉 ， 国後島のふ化設備 ( 昭和 18 年 ) 
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2. 設 備 状 況 

ふ化場は肋水または 地下在透水の 傍出する 

地に設備され ，アトキ ソスふィヒ 柏を T 水また 

は階段式に使用していた 

ふ化は民営時代より 基礎コソクリート 木造 

T 家建てあ るか， 紗那 事業場ふ化 宇 (545 、 l, ソ J 

末 ; を改築する際，床下に 養仮他を 没日 し ， 

l -2 月の吹で時にふ 小曲用の 卸佃 をそこに 

  



放養するようにしたので ，作業と管理が 大変 養魚油 は 一部を除いて 木造であ るが， 当 

容易であ るはかりでな                                                           路 ， 比良余 事業場は玉石を 積んでモルタルを 

子を仮収容することも 出来た。 なお，その際 詰め，堅牢で 永久的なものであ った。 当路の 

に事務室と宿舎を 階上に設け，建物を 立体的 養魚 油はへ に さ けの畜養池を 兼ねるよう； く 深 

に活用することを 設計者に希望したが ，現在 を約 l れに調節出来る 設備にされていた。 ま 

のような建材のなかった 当時としては 木造建 た比良 茶事業場には 構内に創立記俳碑があ 

築のふ化窒の 上に宿舎を設けることについて り，監督者白井義雄 と刻 ほれてあ った。 

は， どうしても採択されなかった。 

官 営 に よ る 事 業 成 績 て 昭和 16- ㎎ 年 )     
１ 年 打 
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把捉文場管内のふ 化施設 ( 昭和 9 年 7 月 )     
c@ 大正化 年 移管 

% 岳朋 明治 45  l 月 a0 ， l Ⅲ 825ll1320   瑠奈混合     6    5  W がで 捉 鼻水産組合 )   
ロロ 別有 ｜ 升 崩 g 一 l １ 昭夫 和正 l 23 l 55 nua 口 （ 1 ・   05 D0 396l5 258  卵 挺湧水 口 何月 @ 水 55 5D 択捉島水産会 八木沢紫衣 

                                        2,376 浸透水 3 5 択捉島水産会 

離 日 昭和 7           
名 門 大正 竹 Ⅰ               2%  ],155 湧 水 7 n 栖原合名会社 

合 計             
一 49 一 



移管当時の択 捉 文場 ( 昭和 9 年留別 ) 

把捉立場ふ化 室 ( 昭和 9 年留別 ) 

この 他 ，太平洋斤・ウル モベツ で へ に さけ ;;;: 

業を営む谷茂 ザ 氏は，大正 4 年 ウ ル モベツ 湖 

畔にべに さけ卵 8,0OD 万粒を収容する 鉄筋コ 

ソクリート造りのふ 化窒 (l ㎡ 2 ろ ㎡ ) を建設 

し，北海道唯一のべに さけ ふ化事業を実 掴 

するなど，官民ともに 施設の整備に 傾注し 

た。 

3. 事 業 成 績 

冬場の 創伝 時から昭和 け年 までにおけるさ 

け，ます別事業成績 ( 親魚 捕獲数，採卵使用 

択捉 文場当路事業場 ( 当路湖畔 ) e 昭和 9 年 ) 

数 ，採卵 数 ， 卸イ " 放流 数 ) は別表 l ( 択捉島 

さけ，ます 人 圧ふ化事業成績 ) に示すとおり 

であ る。 作事業場間の 卵 ド移殖 は 殆 んどな 

く， 筒 外には昭和 柏年紗那 事業場から七 % 事 

業場 ( 呪十 悌友 場 ) にからふとます 発眼卵 

5 コロ万粒を移 姉 したにすぎない。 発眼 卯を長 

距離輸送するときは「重畳 式 」と言って 2 ㎝ 

  
重畳武運搬箱 の断面図 

角の木製で，長さる 2cm, 巾 27cm の枠に 140 ㎝ 

の晒木綿を打ち 付けた運搬 盆 とし，卵を約 

71000-8,0 叩 粒を入れる。 次に運搬箱 の底に 

予め水を含ませた 水苔を厚さ約 何 ㎝に放き， 

運搬 盆 と水苔を交互に 重ね周囲にも 充填して 

荷造りする。 時期は篤同上旬で 根室港からの 

定期船で発送するが ，入港時間がはっきりせ 

ず， 山賀申込みはしたものの 事業場から 港ま 

で 約 2 ㎞ガタ用車で 運搬したが， 場 員は大変 

Ⅲ ガ した。 

( 択 拙文場に対止するため「国俊文場さけ ， 

ます，仕事業成徳」 ( 別表 TU) を付した。 ) 

4. 事業実施状況 

把捉立場， 紗那 事業場ふ化 室 ( 昭和 8 年 ) の ま す 
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さくらますは 融   ア時期の 4 月上 ィ Ⅱに ナ を 1@,. し 

て，直ちに河川に 汗上する， 「郭公が鳴けば 

ますが川に入る」と 土地の人は言っており ， 

この頃 のますは 川 海老などで針につくことが 

知られている。 そのためか，未明の 深い霧の 

中，取締りの 眼を避け，遠く 近く郭公の㎡を 

きき乍ら大きな 仙   T で半年振りに 的の琳   叩 ．味 

にひたる人もいるが ，その感じ ほ また格別と 

のことであ るときく。 

各河川ともさくらますの 押上数はからふと 

ますに比較して 遥かに少なく ， 融 ，。 増水のた 

めに捕獲施設を 早期に設西出来ないこともあ 

って，後期押上 群 の一部がからふとますにⅢ 

獲 されるが， 大 Ⅵは 本 ，支流の ピ 流域におい 

て 7 月上旬頃 から見事な 婚 目色を呈して 天然 

産卵する。 さくらますが 多く押上する 河川は 

留別 川で ，昭和相年には 5,755 尼を捕獲し， 

l75 万粒を採卵した。 

からふとますは 各河川ともる 月下旬頃 から 

漏 上し始め， イ -8 月が盛期であ る。 最も多 

く 亦 上するのは留別別 で ， 紗那川 ，別様 川 ， 

蛮奴 川 がこれにつぐ。 井上数は来遊 量 の豊凶 

にもよるが，例年約 l 口口元屋 と 推定され，沿 

岸漁獲数に対する 押上率は約 2D-%% で ，昭 

和 牝 年の管内捕獲数は 22l 千 尼 ，採卵数州， 25 

ロ千粒であ るが，昭和 4 年には非常な 豊漁に恵 

まれ，各河川の 本，支流とも 親魚が層をなし 

て 斥 上し，増水時には 川 巾の広くなった 分だ 

け更に漏上数が 増加して，全く 川に余裕のな 

い程に魚がつまり ，その数は大体 5 ロ 0 万屋と 

推定された。 また減水すればその 巾 だけ魚が 

乾上って 軽 死し，両岸に 死体が累積する 状態 

であ った。 

捕獲 場は派 上後約 l カ月を経過した 親魚が 

捕獲出来る地点を 選定し，漁具は ギ として 網 

ク ラ イまたは曳網を 使用し，当路湖では 建網 

を使用した。 留別 川 および別様川は 比較的長 

期の蓄養を要するため ，小川を利用して 親仙   

の畜養を行なったが ， 紗那川 では 5-6 月に 

短期 蓄 奏で採卵が出来るので 浮生管を使用し 

殆 んど 軽死 はなかったけれども 現在のような 

砧 極内 苔俺 万法が行なわれていたならば ，ま 

すだけで全収容設備が 満たされたことと．思わ 

れる。 

また 紗那川 では毎年 9 月下旬から相肩上旬 

にかけて，からふとますとさけの 交配仰が若 

干捕獲されたが ， これほ天然に 交配したもの 

と考えられ， 殆 んどが 雄親句   であ って型はさ 

けのように大きく ，鮮やかな婚姻色をなして 

いた。 

  ② さ け 

さ けは 8 月下句から 渥 上を初め， 叩月 中が 

油期で紗那川 に最も多く 沖ト ． し ，別様 川 ，州 

別Ⅱ l, 菓取川 がそれにつぐ。 初期に沖上する 

ものは 銀亡 であ るが， 叩 月頃 より @1@; でも プ 

- ナ となり， 抽庭場 では即時採卵が 出来る。 増 

水時には若干の 未熟 魚 或はⅥ 熟角が 捕獲され 

る程度で， 蓄駕 設備をする要は 殆んどなく， 

河 @l@ よっては時期的に 老 ケ ．さえ捕獲され 

  っ。 

親 魚の年会社 成は 4 年魚が約花 % で 最も多 

く， 5 年魚は 25.8:?p, 5 年魚は 4.2% であ る。 

雌 ，雄の比は各河川とも 雄が多く，比率は 約 

6 対 4 となっている。 また，魚体 に 比較して 

耶律が大きく ， 牛卵 数は l,8 ロ ロ -2 ㎡㏄粒で， 

北海道産の平均 2,75 ロ粒よりは少なく ， 南 千 

鳥のものとは 別の系統と考えていた。 捕獲事 

業終了後本場で 纏める全道の 捕獲，採卵成績 

表の択 捉 文場の欄に▲印が 附され，欄外に「 

検討を要する」と 特記されたことが 未だに記 

憶に残っている。 捕獲，採卵旬報は 交通不便 

のため電信で 報告することになっているが ， 

幾つかの局を 中継するためしばしば 間遠うこ 

ともあ った。 

ふ化成績はふ 化用水温によって 優劣が認め 

られ，湧水を 使用する事業場では 約幻 % の好 

成績を収めたが ，河川 @ を利用する事業場は 

冬期間のふ化用水温が 2 Ⅱ -5.0(, に低下する 

ため成績も劣った。 

昭和仏年以降はさけ ，ますとも @c 捕獲成績 

が逐年向上し ， 紗那 ， 別飛 ，および留別事業 

場などほ事業計画の 約 2 皿イ に 達し， ふ 山面 
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Ⅱのか。 ふとます卯を 良 血 ．油に撒布し 式 るい 

は砂利 層 に埋没してさ け 卵を収容した。 

筆者が沙耶において 実 推した埋没の 力法は 

増水のない小河川で ，河床が比較的高くなっ 

ていて，その 部分の小石が 水面に若干現われ 

ているような 砂利層の処を 選び， l Ⅱ 2-5mm1, 

深さ 0 ． 2 椛 仕の満を掘り ，その中に発 眼卵 ( 

ふ出 近いもの ) を i ㎡当り約 2 万粒の刮 合で 

ザ 均に撒布し，その   ヒ : こ 仲川 のス ダ ン ㎝ 部 [ 

を仰い 窩         網綱で編む ) をかけ， さらに 山 砂利 

で機 ぅ 方法を用いた。 この方法によると ， @ ‥Ⅰ 

叩が高くなっているため ，砂利層も水が 流れ 

ること， また ス ダ ン 伝いに河水が 適当に流通 

するため成績は 捗めて良好であ った " また， 

スダ ン を使用したことによってふ 田伏 甘や発 

㎡経過を調べるうえで 大変便利であ った。 こ 

のようなことから．この 方法を継続実施した。 

沙耶事業場は 大正 2 年に新設され ， 本 ，支 

流の 5 力処で捕獲事業を 実施していたが ， 創 

  正当時 亦 上の盛期はⅡ 月 l5 日頃 より約 l カ月 

の間で l2 月 ?5 日頃 には終了した。 その後漸次 

キ 上が亨 - くなって，川戸 25 日頃 から盛期に入 

り ， Ⅱ月末には 殆 んど終了するようになっ 

た。 また稚魚を放流した 小文流にも年々 親 魚 

の洋上が見られるようになったので 捕獲場を 

新設して「 一ノ投 捕獲 場 」と称し創立後 ?W 年を 

  

経過した昭和仏 年 および け 年には 紗那 川合 @@li 

獲 数の約 75%  (8 万 尼 ) を挙げるよさになっ 

たが 沫 上時期が早くなったことと 併せてこの 

著しい傾向は 人工ふ化によるものと 考えてい 

た   

昭和 l2 年 lD 肩上旬， さけ 親魚の標識放流試 

験を実施したので 記憶を辿り概要を 記す。 

l. 場 所 敬相岬沖 ( 紗那 より上紺 柏 ㎞ 

ガ ホーツク海に 突出 ) 

2. 標識 尾数 2 ㏄ 尼 

る ． 担当官 北海道さけ，ますふ 化場把捉 

文場技手 兼 廣野口良雄， 紗那 

事業場助手八木沢再案 
4. 標識万法 赤いセルロイド 標を銅線で足 

柄 は つける ( 番号を刻む ) 

5. 再 捕 附近の漁場で 約 20% が乗組 

し ， 紗那川 で約 36% 百冊 川 で 

約 5?D, 合計約㏄ク @ 再 捕され 

た ( 捕獲 場 と上流の天然産卵 

床で 産卵後発見された 2 尾を 

含む ) 

なお，青森県庁から l 尾高捕の報告をうけ 

たが，国俊水道を 太平洋に出たものか ， オホ 

ーツク海に沿って 宗谷海峡を通過して 南下し 

たものか疑問視されていたが ，その後は試験 

しなかった。 

③ べほ さけ 

択 捉は日本における 唯一のべに さ けの生産 

地であ って・ ウル モベツ湖 ，年所 湖 および当 

路に入る， 

⑨ ウ ル モベツ湖 

水棚 は 択捉島の東海岸に 所 杓し ，原始林に 

@li@ れた面積 5,8l8K,n" の 木島最大の湖で ， べ 

ほ さけの繁殖地として 有名であ った。 

へに さけ漁業を経営する 谷戊 平氏は，増殖 

のために 人 Ⅱふ化放流を 計画して， 当時北海 

道水産試験場勤務の 半田芳男氏の 指導をう 

け，大正 4 年 ( 竹籠字 ) 個人経営で l 月四万 

社収容のふ化場を 設 冒 した。 その後は幾度か 

設備の改善増築を 行ない，ふ化室も 東洋一を 

紗那川 支流 一 / 段 捕獲 場 のさ け浜 上 ゐる鉄筋コソクリート @ ヤ ， 42 曲 は，                     
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収容の設備となった。 この地は島内は 申すま 

でもなく，函館，根室からも 非常に不便な 処 

で，各氏の努力には 並々ならぬものがあ った 

ことを思い深く 敬意を表している。 

べほ さけが クルモベツ湖へ 汗 上するには， 

約 4 ㎞の ク ルモ ベツ 川の激流をさかのぼらな 

ければならないが ，毎年 6 月 2 ロ日頃 から 2 月 

頃 までに井上し ， ヮ 只中旬から湖岸に 接岸し 

て産卵を始めるので ，この頃 から曳網で親 ぬ、 

を 捕獲し採卵を 行ない，終了はⅡ月末か 研 2 

月上旬であ る。 稚魚は l ヵ年間 湖 内にとどま 

り ， 2 年目にⅡ -l5 ㎝の幼魚となり ， 6 月 2 ロ 

目前後から 7 月上旬にかけて 大群を為してウ 

ル モベツ 川を降る。 川口から約 30 ロ れ 上流で 

調査した降下幼魚の 体長は次の通りであ る。 

5 才 魚 平均   
4 才 魚 平均   
5 才 -A 才 迄の成長 度 28.5 脚 

なお，事業成績は 別記する。 

⑨ 午朋湖 

本 湖は面積 4,065 ㎞ ", 択捉 第二の湖であ 

る。 べほ さけの派上はろ 只中旬で， 8 月中旬 

頃 より，湖岸に 接岸して産卵をはじめる。 

年前事業場では 湖 内の曳網と流入する 温泉 

川で l,n 山尾位を捕獲し ，約 5n 万粒を採卵す 

る。 

⑨当路湖 

水湖は面積が l,358 ㎞ 5 であ るが，西海岸で 

は最も べ に さ けの洋上が多く ，湖畔当路事業 

場では建網で 捕獲し未熟 親 魚は養魚池の 水 

深を約 l れに高めて畜養するが 鮮やかな真紅 

色の親魚が群をなして 遊泳する状態は ，炎が 

水中を走るようで ，誠に見事なものであ っ 

た 。 例年 l,5nn-?,D ㎝尾を捕獲し ，約 8r 「万粒 

を採卵した。 

① 天然産卵 

各水系は本，支流とも 湧水が多量に 流れ込 

んでおり，汚染源が 全くないため 水は極め 

て清澄で，放牧の 牛馬は飲み水にしており ， 

筆者等も別に 気にすることもなく 渇をいやす 

こともあ った。 何れの河川も 上流域は小砂利 

の 浅瀬が各所にあ り，天然産卵 味 としての適 

地が多く，増水時に 捕獲場を越えたからふと 

ます雑魚が各所で 産卵する。 

Ⅱ月の降雨は 新雪を融して . 重の増水とな 

り， 平水の約 2-5 倍にもなるため ，捕獲施 

設は冠水して 2-5 日は手の施しょうもない 

こともあ る。 そうなると相当数のさけが 捕獲 

場を越えて上流の 湧水地帯に 蛸柴 して産卵す 

るが，場所によっては 親魚が過剰のため 産卵 

床が 再び掘り返され ，卵が流れ出して ， ヤマ 

べや ガ ンョロ コマがそれについて 丸々と肥っ 

ているのを見かける。 

筆者はさけの 汗 上盛期に当 る Ⅱ肩上旬の或 

る 夜 ，捕獲場の状況を 巡回したことがあ っ 

た。 その途次，大木の 根本にあ る湧水の溜り 

にさけの雌が 抽体 型の産卵床を 造り，その中 

央にげ上している 姿を計らずと 見かけた。 「 

これは」と思って ，なおよく目を 凝らすと， 

雌を中心にして 直径 7% 位の円を描いて 大型 

の雄が右に廻り 左に廻っていたが ，実に悠々 

たる貫禄振りであ った。 天然のかかる 生態を 

見たのは初めてのことでもあ り，産卵受精 状 

態 はどうなるのかと 傍らの木の根木に 腰を下 

し懐中電灯を 照らしてじっと 成り行きを見守 

った。 すると，根本の 奥に別の雄が 2 尾いる 

ではないか。 固唾を呑んでみているとその 2 

尼は静止している 雌を交互に狙って 近づいて 

くる。 先程の円を描いていた 大型の雄が突進， 

して侵入の雄を 実力排除で追い 返す。 しかし 

2 尾の雄は諦めることなく 雌に近づく。 そして 

追い返えされることを 何回か操り返し 一層 雌 

に 接近するようになると ，大型の雄は 奮然と 

して突進し，侵入者の 脂鰭 辿るガッ プリく ゎ 

え ， 舌   うなれば「不法制人音 ツマ i 出し」の態 

で，遠く @c 引き放し，物凄い 速さで雌の側に 

戻る。 これは 総 ゆる生物の種族本能，生態本 

能であ るが，その職 別 さに は 驚いた。 銀 毛の 

時は特に目だたない 去も，産卵 期 になると 吻 

喘 が 弩曲し ，鋭い牙に大きく 変る 実証を見た 

わけで，優生生殖の 唯一の武器となる 前述の 

過程をなお幾度か 繰返しで， いよいよ本年 の 
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産卵，政情となる 筈であ る。 ふと現実に戻る 

と夜はしんしんと 更けわたり，聖一面の 星は 

， ビ 右の様に輝き 川の流れは一層静かに 然も寒 

気は円を釈し ，持の根も合わなくなってく 

る。 このことをチ 想して 巡 円に出たわけでな 

いため，防寒の 特別な用意もなく 益々寒さは 

募り， どうしても産卵するまで 待てなかった 

ので 帰 場の途についたが ，今にして当時を 想 

い起すとき，再び 目撃することが 出来ないだ 

ろうこの好機を 失ったことは 返す返すも残俳 

でならない。 

また，或る湧水に 天然産卵した 跡をみつけ 

たので・小石を 静かに取り除いてみると 約 20D 

粒 種のさ け発眼卵が径 約 40 ㎝の処に中央が 

廻りより多く 小石に介在していた。 よく調べ 

ると不受精卵や 死 卵が殆 んどなく，その 後， 

癖 めぅ 収縮まで調べたが 成績は頗る良好であ 

り ，湧水の箇所で 適当な条件が 備わっていた 

ように思われたが ，天然産卵の 成績には驚い 

ナ @ @O 

4 月下旬から 5 月にかけて， これら天然に 

よる さ けの稚魚が流れの 緩やかな処に 蛸集し 

ているのを 見 うけるが，非常に 敏捷で近付い 

て掬うことは 容易に出来ない。 また，融雪増 

水の時には，水溜りとなった 処に稚魚が封鎖 

されていることもあ り，その時期には 亀甲 炒 

めタモ網と バケツをもって 巡回し，封鎖水溜 

りの稚魚を掬って 放すことも勤務の 一つと考 

えていた。 

さけ，ますの 資源は積極的な 人工ふ化と天 

然繁殖の保護とによって 維持されることはふ 

化事業の方針であ るが，この地は 水質の汚濁 

等が全然なく ，天然 繁タ田 こは絶好の環境が 保 

持されており ，その効果も 大きな ウ 一ヱ ト を 

占めていたことが ，前記の実例によっても 確 

証 できる。 

⑤ 密漁取締 

人口密度が少ない 上に，部落を 流れる川は 

紗 那川 ，留別別，および 藝取川 だけで，他の 

Ⅲの流域には 殆 んど人家がなく ，密漁も殆ん 

どない。 中には一世千金を 目論んでとって 

も ，根室や函館に 送る船積みの 際に警察の網 

にかかってしまうため ，冬期中の食用として 

若干の密漁はあ るがその数は 僅少であ り，ま 

た各河川とも 区域が狭いので 取締りも容易で 

あ るが， 汗 上期には取締盟 視 員を使役し警察 

署と緊密な連絡をとり 取締りを実施した。 

筆者が天然産卵状況調査のため 上流に行っ 

たときのことであ るが，支流からまた 支流に 

入って調べた。 どの支流も親魚が 非常に多 

く， 日中でも産卵床を 掘っている。 特に多い 

個所に印をつけたりして ，帰りが遅くなり ， 

そのうえ 俄 かに 濫 吹雪となって ， 日没後は殆 

んど視界がきかない 程になった。 放牧馬だけ 

が通る小道を 辿り苦労してようやく 道路に出 

て， ひたすら帰りを 急いだ。 そのとき，吹雪 

の中から突然 馬 が現われ仰天した。 見ると， 

馬上には向い 風の吹雪を避けるために ，スキ 

ー帽をすっぽりかぶった 人が乗っている。 そ 

の者は筆者がふ 化場 員 であ ることをさきに 気 

が付いたのか ， こちら以上に 驚いたようで 馬 

から飛び下りて 笹藪に姿を消した。 みると裸 

馬には大型のカント 袋が振り分けに 掛け ち 

れ ， さ けが 一 ぱいに詰っていた。 密漁しての 

帰りであ ろうが・折からの 濫吹雪のため 不意 

に出会う結果となり ，馬もろともこちらの 手 

@c 入っては運のつき ，早速警察に 引き渡し 

た。 しかし，前記の 状態で人柑など 全く判ら 

なかったが馬が 証拠となって 犯人が検挙さ 

れ，大型のさ け が ァ lM 里程入っていた。 また， 

・或る奥の降る 寒い朝，なに 気なしに 窓 越しに 

外をみるとふ 化窒の共に防寒 帽に 印半天を着 

て，ズックの 袋を肩に掛けた 不審な男がうろ 

ついている。 とっさに放牧している 牛馬の見 

廻りを装い捕獲場を 荒しに来たものと 判断 

し，早速行って 尋問すると， その男はやおら 

防寒 帽の ボタンをはずし 名刺を出すではない 

か，見ると赴任後間もない 抄邦 警察署の巡査 

部長で，密漁の 一升取締りのため 陣頭指揮の 

巡視 中 とのこと，面識がなかったこととは " き " 

え 誠に恐縮したこともあ る。 

⑥ 稚魚の保護 
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人工ふ化事業の 効果の実質的な 向上を計る 

@C は 雌親 急使用率の向上および 採卵から放流 

までの減耗の 少ないことをもって 成績の良否 

を決定している。 しかし，更に 放流後稚魚が 

河口まで達する 日数，沿岸に 滞留する期間な 

どを調査して 稚魚の積極的保護のもとに 回帰 

を期待する。 従って稚魚が 降 海 する際の河 Jll 

内の減耗は害鳥，魚の 食害が大きな 要因と考 

えられるので ，放流河川，湖沼の 害鳥， 害魚 駆 

除を実施した。 放流してから 海までの距離は 

留別， 別 戒事業場が最も 長く ，                           
2-5 ㎞にすぎず，当路， 年萌 事業場は養 ね 、 

他 より直ちに湖に 放流し陸海する。 

さけ 稚魚が放流後河口を 通過するのは 紗那 

では 5-6 日であ る。 なお，沿岸に 滞 溜中混 

濃 されることは 全くない。 6 月上旬から 7 戸 

上旬沿岸の雑魚，ます 定置に稚魚群が 乗 網 す 

るが， 約籠 ㎝，体色は光沢あ る 肯 味を帯び， 

非常に敏捷で 網目より素早く 抜ける。 この頃 

を最後に寒流に 目って北上し 姿を消す。 

毒魚 は イトウ，アタマス ， ガ ンョロ コマ な 

どで刺網，曳網を 使用して駆除する。 

害鳥は養魚油では 烏 ，川島，湖沼では 主に 

鴨類で ，当時は警察署よりの「有害鳥獣駆除 

願 」 ( 期間は周年 ) によって， 熊 2 頭， 烏 ， 

鴨類各 l 口口羽などの 許可をうけて 駆除に努め 

た。 筆者はプローニソバ 五通 銃 をもっていた 

ので駆除したが 熊はとれなかった。 

以上のような   目鳥 ，魚の他に河川から 用水 

引用などと考えられるが ， 択 拙文場管，内では 

各河川ともこれらはなかった。 

VI  事業場の環境 

各事業場とも 部落より 叩 -20 ㎞は離れてお 

り，道路は殆んどふ 化場の専用であ る。 熊笹 

の生い茂った 山道や広い湿地帯を 横断し ， 呑 

の融雪時と相月頃 の降雨増水時には 一帯が冠 

水して何日も 不通になり，所謂，陸の 孤島と 

化してしまう。 

唯一の交通機関は 道産の乗馬によるほかは 

なく．時には 漁場の発動機船に 便乗ずること 

もあ るが，浜に出るまでに 相当の距離があ 

り，また折角でても 天候によっては 船もでら 

れず， あ てにならない。 このような環境であ 

るから，子供が 学校に入るようになればどう 

しても家族を 部落に移し別居するより 方法が 

なく，中学校 ( 現在の高校 ) 以上になると ， 

根室町か函館市に 出すことになる。 かかる 

時 ，昭和仏年から 日 Ⅱ 年 まで 択捉 文場管内 8 

事業場のさ け 親魚全捕獲数 ?5 万屋 ( 当時の払 

下契約 は 老幼大小を問わずといった 条項で 尾 

数を単位とし ，一年契約 ) を一括払下契約者 

であ る青森市の若井善 蔵 氏 に沢 捉 文場を初め 

各事業場員の 不便 社 勤務，不自由な 生活，殊 

に子弟の教育 @c ついて実状をいろいろ 説明し 

た。 また当時のふ 化場は択 捉 ，国俊ばかりで 

なく，本道内でも 同様に極めて 恵まれない環 

境にあ った。 

石井氏は冷蔵 船をもって大きく 海産商を営 

み，偉大な体駆の 篤志実業家であ り，子弟教 

育の不便なことに 共鳴された。 それで，同侶 

年ワ 月に職員の子弟教育の 目的に「若人 寮 」 

をふ化場に寄附された。 内容は 8 畳 と叩 畳間 

の 修養 窒 およびる畳の 5 個室をもつ木造平家 

建て (2% お 2 げ わで，それ以来これを 利用し 

て札幌の学校を 卒業した子弟も 多く，恩恵に 

よくしている。 筆者の長男も 4 年間お世話に 

なった。 その後同 24 年 10 月北海道鮎鮨保護協 

力会連合会によって ， 4 室が増築された。 ( 

引 ． 25 ㎡ ) 若井氏は昭和 42 年に 72 才の長寿で 

逝去されたときくが ，芳人 寮 設立当時の事情 

を憤 い 起し，今後とも 有効に利用することを 

お奨めしたい。 

医療施設としては 仝島に僅か 5 人の村 医 ( 

名付 に ] 人 ) がいるだけで 開業医がなく ，全 

科の診療に当り " トラバ サ ; くと直口された 

名医もいた程で ， 菊の冶擦や手術を 要する患 

者はどうしても 本道に渡たらなければならな 

かった。 

郵便物の配達は 局からの距離によって 月ろ 

同 - ろ回 または 穏 回になっているが ，冬期間 

は吹‥口などで 遅配になることが 酉通 であ る。 
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筆者が見一人で 部落より 約穏粁 ほど離れた 

事業場附近に 人家のないのに 勤務していたと 

き，尋ねる人もない 孤独の生活には 精神的に 

も窮し，友人にハガキを 頼んで月刊Ⅱ 投 図し 

てもられ， 印 日毎に配達人の 来る日を何によ 

りの楽しみに 待っていたこともあ った。 交通 

の項にも に したように，殊に 冬期中は荒天と 

流氷のため，本道との 定期航路は l2 月相日頃 

を最終 便 として杜絶し ，翌年 4 月下旬，流氷 

の状況によって 航路が再会されると ，旧年と 

新午の手紙や 新聞，小包など 一度に配達にな 

る 。 待つこと久しい 船便の再開は ，島に越年 

する者の唯一の 楽しみであ って，なんとはな 

しに気分が晴々とし ，唯でも微笑をうかべて 

いる。 

或る 冬 ，郷里の栃木から 送られてきた 正月 

の餅や衣類，東子などの 小包 ト佃と 手紙など 

る人の配達人がスキ 一で深い雪を 踏み越え 

て ドッサり 届けられた。 5 人には些か気の 毒 

に感じたがその 喜びは格別のものであ った。 

早速開いてみると 菓子は砕け，餅には 徽が生 
えていたが配達人にもご 馳走して労をねぎら 

った 。 一年のうち正月以外に 餅を食べること 

がない当地としては ，恐いがけがないご 馳走 

と特に大変 喜 ばれた。 

冬期中は北西の 季節風が多く ，吹 - ぢの 連続 

であ る。 市街地から 約健 ㎞も離れている 或る 

小部落では年末に 2 ロ日程灰占が 続いたため， 

隣 部落との行き 来も杜絶し，そのうえカレン 

ダーもなかったのか 一日遅れて 元 Ⅱを迎えた 

など，浮世離れした 笑話さえあ った。 

また新年会開催の 通知をうけたことがあ る 

が。 それに「荒天は 千島の常であ るから延期 

しない」と添書きされていた。 このことから 

も，毎日強風 か吹 ，円であ ることが 窺 かがわれ 

ると 思う 。 

千冊と云え ぱ 第一に熊を連想、 されるが，熊 

は眼よりも 唄 ，見神経が非常に 鋭敏で，風下に 

じる時は人間の 気配を素早く 察知して容易に 

姿を見ることがなく ，人に危害を 加えること 

は 嫡 んどない。 しかし，増水などで 抽獲場を 

越えた親魚の 状態を調べるため 笹を越えて上 

流に行くときほ 一人で行くことを 避け，ラ ッ 

パか空 確を打ち乍ら 典に入ることにしていた 

が， よく川淵に熊がたたき」 _ げたのか，処々 

に さ けが死んでいるのを 見かける。 

把捉文場 ( 昭和 2 年から同 l5 年まで留別 村 

に所在し，その 後 紗 m) 村に移 庁 ) は留別市街 

他 より留別 川 に沿って約 2 口㎞あ り， この附近 

は熊の出没も 珍らしくなく ，職員の野口良 

雄，郡山茂利雄，下山 卯 上松 ( 現湧 別事業場 

長 ) , 関谷足 雄 ( 現 当裡 事業場長 ) , 大沢 茂 

大 ( 現車別事業場長 ), 岡本 辰蔵 ，小路 口 仁姉 

郎氏寺ほろ 月 中旬頃 よくスキ一で 附近の山に 

貢 畠 @ りに出かける。 一行は南斜面の 大木の限 

本などにあ る冬眠中の熊穴を 見つけてはなび 

き 出し，何匹もの 犬に追わせて 射止める。 一 

同は心得たもので 予め鍋や調味料を 用意して 

行き，現場で 早速煎汁なして 弁当を頬張り ， 

毛皮と腎臓 ( 俗に「熊の胃」という ) だけを 

持ち帰るという 実益を兼ねたレクリエーショ 

ンであ った。 熊は冬眠中に 子を生むが， 外る 

ず 双子であ り 生 捕りにして飼育することもあ 

る 。 しかし成長と 共に 狩猛 性を帯びるので ， 

飼育しても精々満一年比であ った。 また暖か 

い日には 堅雪 の 南 斜面で親 熊が 子熊 と兄 滑り 

をして 戯 なれていることもあ るときく。 現 

在，本場長室に 小熊がさけを 世に通してかつ 

いでいる剥製の 置物があ るが， あ れは，その 

頃 生 捕りにしたものであ る。 

筆者は熊がさけをとろうとしている 姓を見 

たことがあ る。 紗那 事業場でさけの 汗 上盤 期 

になると未明に 出きて， 4 捕獲場を巡回して 

涛上 概数を調べ， 当日の作業計画や 人夫の配 

置などの予定をたてることにしていた。 

4 捕獲場の中で 最も多くさけが 捕甘 L る 処は 

川中 が 約 2 ロ 炭 ，水深 U お研 位で毎日 ろ -4, ㏄ 口 

尼が 捕獲できる 木 ウライ装置で 曳網を使用す 

る。 ここは日暮から 沫 上初めさけが 重り合っ 

て，棒などを 投げ入れても 容易に流れないほ 

どに詰ってしまう。 夜が明けるとカモメ ，局     
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け がどんどん降ってしまう ， そこで両岸のハ 

ン / キの 立木にワイヤロープを 張り，網に鎖 

をつけて， カーテ ソ のように装置し ， それを 

未明に引いて 川を，元金 に 遮断し，降下を 防止 

することにしていた。 ところが或る 大相の・ ぷ ; 

い 未明，川の中程にかすかに 黒いものが見え 

るので不審に   古い，腰を屈めて 水面をすかし 

てみると動いている。 咄陸 に熊ではないかと 

  巴 った。 夜がしらじらと 明けて，熊であ るこ 

とを確認した。 よくみるとなんと 熊が上流に 

問って川の中に 腹 ぱいになっているではない 

か 。 さげが 5 -5 尾 づつ 水面に背を出して 大 

きく水しぶきをたてて ，次々に下るのを 立上 

っては前足でたたこうとしている。 能からは 

約 25 れの距離しかないが ，彼の方から 風が吹 

いているので 一向に気がつかない。 しかし突 

然の上に初めて 見たので若し 襲われたらと ， 

大きなハン / キに 身をひそめてみていた。 日 

頃 想像していたのとは 異 って，猛獣とは   恩 え 

ない姿で，甚だ 鈍い動作であ る。 Ⅱ月頃 にな 

ると，冬眠の 用意に特に食欲がつき ， 5- ろ 

尼つ つ間断なく下るさけをどうしても 捕りた 

いのであ ろう。 左に右に何度か 立ち上って捕 

ろうとしているが 失敗し，その 度に残俳そう 

に後を振返って 見る。 真剣そうに見えるが l 

尼もとれない。 惨 らしいことでもあ り，また 

日合も 5n0% 位 離れた所にあ ったので，走っ 

て戻りこの事を 同居していた 関谷 定雄 ，吉田 

俊男 ( 前羅臼 事業場長 ) 氏に知らせた。 彼等 
はまだ寝ていたが 早速飛び起きて ，手に手に 

ハンマー や金 テコを持って   地 けつけた。 だが 

時 遅く熊は笹やぶの 中に入ってしまい ，足跡 

を残すだけであ った。 関谷底らは落葉の 霜を 

強く踏んだ足跡からみて 大体 5 才 位 といつて 

いたが，それにしても「綿毛が 多くなった毛 

皮が惜し 1@ 」と熊をみればハンマ 一などでも 

捕ることを考えている 彼等には 些 さか驚い 

た。 その後，捕獲場の 附近や乗馬での 旅行中 

に何度か 出 遇うこともあ ったが，逃げるが ll,, 

ちの戦法をとった。 

Ⅶ 楽血 投などは 殆 んどなく，冬期中の スギ 

一は 寧ろ実用的なものであ った。 冬の長い夜 

は蓄音器を聴く 程度で， レコードはカタロバ 

を見て求め， お互 ．に交換し合う。 電気がない 

ので各家庭でほ 灯油のランプを 使用し，非常 

に不便であ った。 ラン オ は乾電池を用いた 

が，故障のときこれを 修理する技術者がいな 

いので聴取するのは 一部の人だけであ った。 

筆者は昭和Ⅱ 年 ， 5 球 式 ラジオ，アンテナ 

共 一式で㏄円地奮発して 取り付けた。 当時 択 

捉 文場の野口氏は 機械に趣味をもち ，ラジオ 

を組立てる技術をもっておられたので ， 紗那 

に 出張されるのを 待っては何時も 調整しても 

らった。 大東亜戦争が 勃発してからほ ，特別 

ニュースとして 軍艦マーテに 続いて放送され 

る 南太平洋方面の 戦果には胸を 躍らせてき き 

いった。 

なお昭和 8 年には択捉島水産会倶楽部がで 

き，正英吉，麻雀，囲碁，将棋などの 娯楽が 

設備されて，島内漁業関係者が 紗 邦に出張の 

折休養の場となった。 そこで筆者らは 正実， 

麻雀を初めて 楽しんだ。 正実 は一 ゲーム 穏銭 

で持点が 丈 月性，麻縄 は 。 遊び方くの小冊子 

をみて始めたが ，その後大変流行した。 

管内の出張は リユ ， クを 背負って乗馬 か ス 

キーを利用するが ，千馬で山道に 入ると第一 

に熊が気になる。 そこで彼に察知させるため 

馬の旨に鈴をつける ，馬は駅道 ( 北海道庁か 

ら補助をうけている 旅館 ) か ，業者から借り 

るが，筆者は 馬をもっていた。 トロッタ 一 雑 

種で足が軽くて 感性もよく，乗馬としては 中 

分なく，毎年 8 月上旬の紗 那 競馬会に二流 組 

に出場したこともあ った。 休日には乗馬の 大 

変好きな 村医 と遠乗りしたこともあ る。 落葉 

松が 新芽を出し若草が 伸び始め， 去雀が空 高 

く 叫る 5-6 月の頃 海岸沿いの野原を ，また 

アスプアルトの 様な十潮の渚の 乗馬は大変爽 

快であ り，未だに 訂 ", に残っているが ，現在 

自家用車を持って 乗り廻すことと 同じように 

考えられ隔世の 感がする。 

スキーは冬期 欠 ; " とが出来ないものであ 

るが， 出眼 する時は気象が 急激に変化するの 



で ラジオの予報に 注意し，弁当の 他 @c スルメ 

や 寒くても固くならない キビ ダンゴなどを 用 

点し，午後早く 到着するよう 早朝に出発す 

る。 

各部落には商店があ って日用品は 求められ 

るが，商品の 流通が少ない 上に海路の運賃や 

諸経費がかさみ ，本道に比較すると 5-5 割， 

商品によっては W0 割位高いものもあ った。 衣 

服類は札幌，函館，東京姉越などより 毎月送 

られるカタログ ，または生地見本によって 代 

金引換の通信販売で 求める。 然し，早速必要 

なものが入手するまで @c は 2 週間或いは - 力 

円位を要し，時期を 失してしまうこともあ っ 

た。 時計の修理や 服のクリーニンバなどは ， 

根室か釧路に 送るなど総てについて 大変不便 

なものであ った。 

少しでも安価にと は 、 って ， 或る 秋 ， 場員 が 

長い冬期中に 必要とする日用品の 註文をとり 

纏め，根室支庁に 勤務していた 牧野二店 氏 ( 

現車利尻町長 ) に依頼したこともあ ったが， 

勤務の忙しいところ 大変 ご 迷惑だったことと 

想う。 以上は一部を 述べたにすぎないが ， 老 

門 事業場は留別市街より 約 50 ㎞，当路事業場 

は別 飛 より約 45 ㎞もあ って，附近に 人家もな 

く勤務は申すまでもなく ，家庭的にも 職員は 

大変苦労された。 

昭和 l4 年， 択捉 文場長の石井久治氏が 虹別 

吏場長に転出され ，後任に 紗那 事業場主任の 

水戸部勝次 氏 が就任した。 当時択捉島の 各自 

衛 は紗那に 所在しており ，また管内の 略々中 

央に位置するため ，同 15 年 択 拙文場を 紗那村 

に移 片 して， 紗那 事業場は支場に 包含 し ，前 

沢 捉 文場は留別事業場となった。 

昭和 9 年 4 月にふ化場が 国営移管になって 

以来の支場長会議は 例年 5 月下句 か ， 4 月上 

旬に開催されるが ，船便がなく 出席できな 

い。 5 月上旬文場長が 参 庁 して，新年度の 予 

算，事業計画が 指示される。 事業場主任会議 

は昭和 l5 年より開催された。 

木場から 択捉に 出張された方は 昭和 l2 年庶 

務主任 ( 現在の総務課 艮 ) の江田宮 げ氏 ， 同 

1,@ 牛場長斎藤光雄氏， 同 Ⅴ 年 営繕 係 神谷底の 

る名だけで，文場と 9-5 の事業場を視察さ 

れた。 狂花瓦 は 9 月中旬石井支場長と 紗那 事 

業場に来場の 折台風で増水し 養魚油 が 濁流で 

被害の直後であ り，状況を説明し ，なお本流 

より 溢 流してふ化用水源地一帯が 冠水した現 

状を小川伝いに 地下足袋を履いて ， ブユ ， ダ 

ニの多い熊笹を 越えて約 5 ㎞案内したが 大変 

苦労された。 

斎藤場長は就任後問もなく 虹 刑吏場から 択 

捉に 渡られたが，文場到着早々脳溢血で 倒れ 

た 。 現地では充分の 治療もできないのですぐ 

根室に引返し 根室病院で死去され 誠に気の毒 

であ った。 

神谷底 は択捉 文場管内の建物，工作物の 実 

状調査のため 来場されたが ，時期的に北西風 

の強いさけ漁場の 切揚げる 佃 月下旬で，文場 

( 紗那 ) で管内の現状を 説明した後筆者が ， 

馬で別戎事業場 ( 主任丸井喜久治 ) , 当路事 

業場 ( 主任木戸口供兵衛 ) を案内した。 往復 約 

仏ロ㎞の行程だが 老体の上に初めての 乗馬， 

時々 棄 さえ吹きつける 寒い時期であ り，道路 

も悪く大変苦労し 半病人のようになって 漸く 

紗 邦に着いた。 その後留別事業場 ( 主任下山 

卯之松 ) , 雑口事業場 ( 主任長谷川友之助 ) 

の予定をとりやめ ，筆者宅で船待ちの 5 日静 

養されたことを 想 い 出す。 氏は一人子が 北大 

卒業直前に死去，前年に 夫人が急死し 孤独 と 

か，大変 気 の 古な 境遇ときく。 

千 上に所在した 本場が札幌市郊覚の ， 当時 

一帯が林檎 畑 だった現在地に 一際目立つ木造 

モルタル二階建の 立派な庁舎が 新設され，昭 

和 l2 年 7 戸 10 日移用式が挙行された。 文場長 

始め各事業場主任が 揃って出席し ，刺戟の少 

ない通地勤務の 職員には，立派な 庁舎と盛大 

な式典には，大きな 誇りと驚きを 感じた。 な 

お，事務室の 正面に「似札 為貴 」の大きな額 

が掛けられていたことが 印象に残っている。 

( 口絵択捉島 鮭鱒 ふ化 所 位置図参照 ) 

昭和仏 年 ]2 月 8 日に勃発した 大東亜戦争に 

よって，職員は 次々に応召され ，漁人の屈 巾 A; 
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も 困難となり，加えて 綿 網などの捕獲資材は について，木場に 電信で照会したところ ， 「 

統制されて，逐年極度に 窮屈になった。 かか 契約通り続行せよ」との 回答があ り，終戦後 

る折の昭和 20 年 7 月， 紗那 事業場養魚池の 修 の情勢や推移は 全然わからない 乍らも，返電 

繕工事を業者と 契約したが，その 直後の 8 月 によって幾分安らぎを 感じた。 こんなとき， 

l5 日に突如として 終戦となった。 しかも，無 近くソ連軍が 択捉 に上陸するとの 情報があ っ 

条件降伏であ り，今後どのようになるのか ， たので，文場の 諸帳 簿類は構内の 砂地に全部 

根室との船便は 杜絶え，島民共々極度の 不安 埋めたが，事業成績白帆二冊は 最後までと 思 

と焦燥を感じ 乍らも如何とも 方法なく，木場 い， 厚 表紙をとり，筆者個人のものとして 保 

長 ( 野田信俊茂 ) から何等かの 指示があ るも 管しておいたが ，引揚げる時に 写真機と共に 

のと信じ待っていた。 とりあ えず前記の工事 埋めてきた。           職 員   
  
捉 択 i ・木下 八木沢書家，吉田俊男，池原敬， 秀 Ⅰ 崎野帖孝 ，佐々木 タ ;, 0 蔵 小山内恭治 原 悦子 

  千葉静江 

                                  大沢茂夫，岡本 辰蔵 ，梅原同姓，多田新歳 

羅国 長谷川友之助 l 
年前・ 関谷 定雄 ; 当別 i ．新妻六郎 ●木戸口供兵衛 貫一 武三 

              白井義雄       

拷 問 ・ /j 、 路 口伝三良 l:  l 
          

連が領有するであ ろう」との報道を 伝えてい 

Ⅶ 終戦後のふ化場 たが，今後どのようになるのか ，不安の中に 

9 日樺太に進攻開始，九千島占守島に 同 l8 日 

ソ連は日本に 対して 8 月 8 日宣戦布告，翌もや も引揚 5 船が 年 2 迎えに来るものと カ月も抑用されるような 考えていた。 事になろ よ 

上陸し一部では 交戦した。 択捉島には同 28 日 
うとは当時だれも 想像しなかった。 

                                                                名 が上陸， 直ち 
間 もなくソ連軍の 民政部が 胃 かれてラジオ 

に 警察署を接収して 署長以下 8 名が留置され 
ほ 接収され，また 隣 部落との連絡さえ 遮断さ 

た 。 小高い丘の警察署庁舎には 終戦まで毎月 
れて全く                     無牒は不安を 生み，想像は 

8 日の「興亜奉公日」には ，屋上高く日章旗 
デマとなって 流れ，人心動揺の 中に連日民政 

を 掲揚していたが ， この日は「 鎌と ハン   
部から使役を 課せられた。 ソ連軍の上陸によ 

一 」のついた大きな 赤旗が掲げられた。 その 
って，管内の 事業場は 2- るる 残し接収解体 

日 私達は始めて 敗戦を現実に 感じ，万感 胸に 
03 え 他に転用されたが ， 紗那 事業場は民政 

                                                      した心境であ り，今な 部によって従来通り 事業を続けることになっ 

お はっきりとま E, 憶に残ってい                                     たので， 場買 は一般村民のように 毎日変った 

      郵便局， 無緩 電信局も接収されて 本道と 場所での使役は 免れた。 なお管内で事業を 実 

0 通信は全く遮断された。 この日いち早くう   施 するようになったのは 紗那 だけであ った " 

ジガ は，スターリ ソ の声明でⅠ千日列島は ソ ソ連のふ化場担当者 シツカ ロフ氏は「樺太 

  



魚族資源保護 届 」より派遣された。 この方は 

以前日露漁業条約によって 目木がカム テ セッ 

カに出漁のとき ，露国の係官として 勤務し前 

に函館市に _ 度程 来ており，湯の 川温泉にも 

行ったとのことで ，日本語も日常会話には 通 

訳を必要としないばかりか ， 「酒は涙かため 

息か 」を歌う程であ り， 親しみを感じたがふ 

化 室 入口に「 鎌とハソ マー」のソ連マークを 

大きく赤で書かれても 当時の吾々としては 如 

何ともすることが 出来なかった。 

ふ化場担当と 言っても事業については ， こ 

ちらの計画によって 進められた。 吾 等も月日 

の経過につれて 気分も幾分落ち 付くようにな 

った。 部隊も駐とんし ，民政部，漁場，捕鯨 

部のソ連指導 級が 渡島 し ， 日本人住宅のたち 

のきを命じ入居する 数も多くなった。 彼等の 

大好物の ガソョロ コマを捕ってふ 化槽に養 

い，砂糖，煙草，スペルト ( アルコール 90%) 

などと交換したこともあ った。 憂さ晴らしに 

一杯欲しいことは 誰でも考えており ，いろい 

ろ苦労してドプロクを 造った。 日数も充分 経 

過したので味も 上々 ， 早く飲みたいが 隣 部屋 

にいる ソツカ ロフ氏に隠れて 飲むことも出来 

ない。 いろいろ 栢 談の結果，筆者の 結婚 視 に 

彼を招待することに 満場一致決定した。 彼も 

大変喜んで一同が 奨めるままに 上々機嫌で， 

カムテ ケ ツ カ の漁業状況，湯の 川温泉の芸者 

の話など大変賑やかな 観楓 会 であ った。 彼は 

翌日二日酔で 頭があ がらず臨時休業すること 

になり，計画は 大成功だった。 

彼は或る年の l 月何方位の御上を 連れて来 

た。 ふ化窒を見学しての 帰りに筆者は 要請さ 

れるままにスキーを 貸した。 その後，何回か 

来場して技術的な 買間 にも答えたが 会話殊に 

技術語は通じないので ，半田芳男氏の 著書「 

叶蛸 人工繁殖 荷 」をもって説明したが ，非常 

に熱心で 2-5 度目ったことさえあ った。 聴 

けば以前大学教授のとき 世界第二次戦争の 対 

瓜ソ 戦で 5 年間捕虜生活の 経験があ るとき 

く 本を 2 -5 日是非借用したいとのことで 

あ り心友 く 貸した。 その後， しばらくして 来 

場 したので，スキーと 木を請求したところ ， 

彼は 「自分が捕虜になった 時にほ総てをとら 

れた」とのこと。 そして，当然自分のものだ 

との態度を示したので 返済するよう 強く要求 

したが応じようとしない。 そればかりか 敗戦 

国民に侮辱された ，とぎうような 青葉で声を 

振るわせ激怒の 態で帰った。 筆者としては 当 

然のことを言っただけであ るが貸したスキー 

と貴重な本は 諦めるより仕方なかった。 それ 

から 5 日後 紗那のゲ 一ぺ一ク司令官 ( 階級は 

中佐 ) より出頭を命ぜられた。 突然でもあ り 

別に心当りはないが 考えると「生殺与奪」の 

独裁 権 をもつ機関だけに 一抹の不安を 感じ 

た。 早速出頭すると 司令官より氏名，生年月 

日，履歴など 問われ，ふ化事業の 内容，思想 

的の面まで調べをうけたが 通訳はソ連少尉で 

充分通じない。 最終的にほ「勤務，日常の 行 

為，思想があ くまでも赤軍に 反対している」 

とのことで， 5 日間留置され ，その間同じよ 

うな内容を何度か 調べられたが ，事実の有無 

に関係なく， ジ ベリヤに送られて 強制労働を 

課せられるのではなかろうかなど 内心沈痛不 

安なろ日間であ った。 留置中家宅捜索され 特 

に書籍を調べられた。 その後ろ 度 出頭を命ぜ 

られたが， 2 月Ⅱ日が最後であ り，建国記念 

日であ ったので今でもはっきり 記悼 してい 

る。 

このことで   巳い当 ることは 枯 氏の執念深い 

陰謀報復と考えているが ，それにしても「虹 

鱒 人   Ⅱ 繁 拙論」は翻訳されて ，ソ連のふ化事 

業の指針として 大きく役立っているものと 信 

じて自らを慰めている。 赤軍は巴 想 的にリス 

ト した者は要注意として 常に 濫祝 するとか， 

あ とで聞いた。 

その後，係はる 大変り，昭和 23 年レーニン 

グラードの水産学校を 卒業した 20 才の女性技 

術者が担当となった。 彼女ほ樺太に ろ力 月程 

勤務したとき ，日本人宅に 同居して同じ 位の 

娘と大変仲良しだったとか ，言葉はどうやら 

通じるに至って 快活な性格であ った。 筆者等 

は例のドプロクで 心 ぱかりの歓迎会を 開い 

  



た 。 駅伝ては，ます 路 ， ウド， コヂ ヤクなど 民政部が 樟 かれてから仙一年は 圧 金 ，食が :@ 

の野草よりなかったが ，彼女は大変 弄 んで， の支給がなく ，各自手持ちの 食料を細々と 食 

羊や果物の確詰などもって 来た。 久し振りに いつなぎ，甘味見などは 腕時計，万年筆，人 

珍 らしいものをど 馳走になり，海蛇 で 鯛を 3.@  類などと交換して 過した。 

ったようなものだった。 その後，彼女は   駐 と 昭和 2W 年 g 月，体が弱くて ，労働に堪え ろ 

ん部隊の中隊長と 親しくなり，月給田には 飲 れない者および 扶養家族の多い 者が，一部引 

んで，踊って 夜を徹することもあ った。 揚げた。 その後，給料が 支給されるようにな 

しかし，採卵や 卯の管理についての 技術面 り ，配給所で黒パソ ，パター ( 米国製 ) その 

は殆んど わからずこちらから 指導した。 採卵 他日用品がどうやら 求めることが 出来るよ う 

後の親魚は漁場主任から 譲渡について 強く要 になった。 また，さけ，ますふ 化事業，捕鯨 

請 されたが断じて 応じない。 力 Ⅱ - することも 事業関係者には 特別に朝鮮米の 配給があ っ 

なく，衛生上よくないとのことで ，附近に穴 た 。 筆者は月給 ヮ R ロ ルーブル ( バター         

を 掘って全部埋めた。 命令系統ははっきりし                         の支給を ぅけ ，うち 5% は 

ているが， 横 との折衝は全くなく ，国家組織 国債で渡された。 
とは弄え減に 非生産的なものと 考えた。 また，                                                                                                   

  
クリリスキー         仕場 れ拙 @@ 一       打・ チノノ         @- 理． 由 @     @   

レイ @ ウ   ィ           場     Bl@ 氏     
ォセンこ - バ ．仕場 @ 名 p@@     
( オセンス ヤヤ川 ) 

      ソ連が実施している (l962 年 8 月Ⅱ 把捉 ) の Ⅰ、 仕場 

尼の標識放流をすることになった。 薬品，器 ソ連の貨物船に 乗り込んだが ，朝夕日に映っ 

具および賃金などの 実施計画をたてたが ， 薬 ていた散布山は 早くも   舌 化粧して 択捉 富士の 

9 。 や器具を手配している う ちに時期を失し 偉容を示しており ，永く住んで 第二の故郷 と 

た 。 しかし，ソ連もさけ ，ますの再生産を 積 も感じていただけ @C, 再び踏むことができな 

極 的に推進しているよ う 4c 感じていた。 いと居、 うと，一抹の 寂蓼を感じつつ ，西風の 

昭和 25 年 l ロ兄上旬，全日本人に 待望の引場 寒い夕暮樺太の 真岡に向け出港した。 真岡で 

命令があ った。 想えば 2 ロ年 9 月から満 5 年 は約一週間軽労働に 服したが，相肩初日函館 

余 ，本道との通信，交通が 全く せ i: 絶して国内 港に上陸した。 

の情勢は全くわからず ，想像に想像を 重ねて その後， 択 捉は樺太と共にふ 化事業が積極 

一日も早く帰国できる 日を待ちつづけてきた 的に推進され ，昭和 37 年には 5 ふ化場が実施さ 

だけに，その 岳     びは大きかった。 常に心掛け れて，その設備状況は 次の通りであ るという。 

ていただけに 引揚げの準備は 早い。 いよいよ 
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          備 役       名 場             さ     け   ますへに 容   さけ ・ 合                 
万粒 l   

アクチブ スイ 
    

              江 良 糸 

    一ポチヌィ l         l00 一     当 
  

ク リリスキー   
オセ ソニー   
ム口 

2,0Uol l.000 一 -   
  

        

    
サハリン， ェ トロフにおける ，さけ，ます 稚魚放流 数                         升   考 

  千尼   
  

サハリン， 2 ロ，エトロフ ， 5 計 25                         外にさ け とからふとますの 交配陣 
        40 元屋               

参 考 資 料 
た 。 交配種 は 頭部，背鰭およ ひ 屋階なとはま 

1. サハリンにおける ，さけ，ますの 天然産 すに似て，休部， 憐 なとはさけに 類似してい 

卵と人工ふ化の 規模の比較 る。 

ポリショー イタ コイ 川 l       (l969 年 ) Ⅱ 月 ソ連 伸業掘査 団一行 4     名を網走， 斜 Ⅳ，岩尾別事業場に 案内した                     合計 仔 ， 2 ㏄万粒とのことてあ ったか， 

                                                                                    て 

l9 Ⅰ l4 ロ， 000 40 ， 50 Ⅰ 52J2 Ⅰ 4,000 
あ った。   

        

    

な す ぴ 

産卵席上親任数は 越えた推定数 捕獲 場よ   終戒後 既に 25 年を経過し， 択捉は 国後と共 

2  さけ とからふとますの 交配について に ソ連の極東 角業 基地として，仲陽，                 

リ カ ーニンスキーふ 化場 ( 多蘭泊 ) 設 確拮 工場なとも整備され ，水産物は若しい さけ S Ⅹます 9, 受精卵 約 ㏄万粒から枯 生産実績を挙けているとき { 

                                                                                            国 後，白月， 供鐘 の緒島は我が 国固有の 

5 年日のけ 55 年同川 て ・ さ けてもなくます て 領土てあ り，かっての 島民は ，島よ 還れくを 

もない交配種親任 2,.E 山尾の回帰 か 認められ 悲願として， ソ連に返還要求を 繰り返してい 

た 。 非常によい回帰「てあ ったことから ， 力 る 。 この地は @ ロ午以上も昔から 終哉 まて ， 

リーニンふ化場ては 交配種の生産を 試験的親 日本固有の領土としてソ 連 は 勿論，世界的に 

模で ，この年から 納札して行うことになっ                     決して武力や 不法占領によって 

一る 2 一 



口木領   l:. となったものではないことは 日明の 

ことであ る。 しかるに， ソ連は昭和 2 ロ年 4 月 

5 日， 日ソ中立条約廃棄を 一方的に通告し ， 

また対米，英和平交渉斡旋依頼のため ，近衛 

公爵をソ連に 特派させたことについての 回答 

もせず同 8 月 8 日，突然，対日宣戦を 布告し 

て，樺太，千島列島に 侵入し，以来今日まで 

和平条約締結のままソ 連 甲の ，， i 有 支配下にお 

かれている。 

北方領土，北方海域は 沖縄返還決定後の 最 

大懸案となっており ，昭和 4W 年 @C 発行された 

建設省地理院作成の 新日本地図では 北方領土 

を日本領土として 取り扱い ， 更に同年 l0 月に 

は返還促進の 啓発機関であ る特殊法人「北方 

領土問題対策協議会」 ( 会長鈴木元平氏 ) が 

発足した。 また昭和 45 年 5 月 ] 日には「 沖紐 ， 

北方対策 庁 」が新設され ，北方領土に 対し初 

めて政府としての 窓口が開かれた。 今後は一 

層国民の与論を 結集して国際世論を 喚起し ， 

ソ連の良識に 訴えて一日も 早く平和的返還が 

実現することを 望んで止まない。 そして，先 

輩の残した古い 歴史と豊かな 実績を挙げたあ 

のふ化場を，再び 我が国の優秀な 技術によっ 

て再開したいと 念願している。 

想えば，択捉島は 気候も悪く交通も 非常に 

不便で，生活，文化の 面でも極めて 劣悪では 

あ ったが， そのような環境のなかで 唯さけ， 

ます再生産のために 努め，事業成績の 向上を 

唯一の楽しみとし ，誇りとして 勤務したもの 

であ る。 今になって， 2U 余年の歳月を 顧みる 

と， 択捉 文場で苦楽を 共にした職員の 多くは 

転職し，または 勇退し，中には 消息不明，あ 

るいは鬼籍に 入るなど，現在僅かに 5 名を残 

す にすぎない。 

近年， ふ ィヒ技術および 調査研究は大きく 進 

歩し多くの成果を 挙げているが ， 所 Ⅲ，苦 

を尋ねて 斬 らしい飛躍を 目指すとき，択捉島 

の状況を知る 残り少ないふ 化場職員の一人と 

して，択捉島さけ ， ますふ化事業の 沿革，事 

業実施状況，事業場の 推移，環境および 日常 

生活の一端など ，記憶を想い 起して纏めた 

が ，現状と比較して 考えるとそれなりに 大き 

な意義があ るかと思われ ，関係する方々の 参 

考になれば幸であ る。 

しかし， 「 心 あ まって言葉足らず」で ，い 

ざ筆をとってみると 充分意を尽せない 憾が多 

く，また終戦占領という 事態，引場時に 於け 

る所持品の検閲で 資料や写真の 殆んどを失っ 

て，多くを載せることができない。 ここに挿 

入した写真は 戦局が急を告げる 昭和 2 ロ年 5 月 

家族を本州に 引揚げさせたとき 持参したもの 

で，今となっては 貴重なものとなった。 

加うるに 20 余年の歳月の 経過で記憶もうす 

れ，多くの遺漏， " 認もあ るかと思われる。 

この点はご諒承を 願うとともにお 気付の点が 

あ れば ご 教示を願かたい。 

背から血と汗で 開拓した北方領土を 故郷 と 

し，祖先の霊が 眠る数多くの 島民，ふ化事業 

に青春の情熱を 注いだ筆者たちは ，ひとしく 

さ 島よ 還れくの願いをこめて 筆を撒く。 

なお執筆に当り ，次の文献を 引用させて頂 

いたことを附記し ，妓に深く感謝の 意を表し 

ます。 

l. 択捉島漁業 誌                                                       
2. 北海道における 鮭鱒 漁況の変動に 関する 

研究 ( 第 l 報 )  (195l) 三原健夫 外 5 名 

る ． 択捉島湖沼調査報告 ( 博 54) 高安三次 

近藤 賢蔵 
大東佳一   

さ島 よ @  れ セ 

山口神功作詩 

l.  白い頂 ふるさとの 

遥かな山は チャチャ ヌ プリ 

とぶとぶ芸 @I  想い る 馳せて 

居 よ還れ 我が国後 よ 

2. 碧い 広がり ハポ マイの 

霞んで見える 島や 島 

ただよう船に 想えをのせて 

島を還れ 我が色白 丹ょ 

紺碧の海 忘られ 々  

-- 乙ろ -- 



  

附表Ⅰ 

択捉島さけ・ますふ 化事業成績                                                                                                                       
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(2) 比良余 事業場                       

@ 相 l 
      

    
    828 549 l,575 826           ,375 1,250 1,217             240  l, ㏄ 9          1271                 卵 9 

    55l1 1                           650 1,055 550 525 

1952               650 2,577             ， 981 1,250           

l ワ 55   
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1 ワろ 7 Ⅰ 2   
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は ) 当路事業所 く 当路湖 ) 

l932   
l935   

%36 

l757 

% 鯛   
l959   

  

287   693' I         575 
ひろ       る 55     
527@ 2,105@ 2,0401   

          

  - 7l 一 



  
年     敬 計   @                                 計 一一一 l 宇 一 使 " 円で一 

Ⅱ ワ 4 口 

l941 憶     

(4) 飛 別事業場                     
  

  8   5 7 l Ⅱ ワ 6 7 7 5 @ ス 

  
    
  
  
  
  一 

  
  

    

    

    

                        36,174 51,255 12,080                                         

め ) 留別事業場 ( 留ぉⅢ り 

  
    

  
        
    
            7,281 l98   408n ， l7 @ ス   5,8 l44 町 

  

  
  
  

      
  
    
        

  
  

            11,731 ろ 『るる 4 21,5291 %2, ワ 87 27,895 44,718 5,8 8,42l ろ 2                                                         
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年     

昭和 

l929   

l93 ロ   

l951   

175?   

l933   

ド 鯛   
l937 は 

l958 憶 

1959 何 

け 40 朽 

け 4l 化 

け 42 け 

件 43 柊 

%44 桟 

  
    W 用 採卵 数 放流 数 捕獲数 S  @  計 " 一一一一 ""   - 使     一 

    
Ⅱ， 郎 2 24,574 %,2% Ⅱ， 蜀 D 5,755 l7,5 お @ ， @4 Ⅴ， 454 

8,52U l2, 隣 3 2l.453 6.5% 2,905 9,240 8,823 7,87l 

                ， 810 48,404 16,024 8,2 州 ?4,2% ㏄， 567 29 月 87 

8,52 ロ l5,2 ぬ 2l,7% 8,255 4,322 l2,577 l4,526   
Ⅱ ， 9% 9,547 2l,482 9,l 羽 4,456 % お 55 15, 知る   
4,52n 6,549 叩 ， 8 卵 4,285. 2, ㎝ 4 6,?97 7,l7 ワ   
    7715 8,4 Ⅱ 11 l0,186 1,559 835 21374 2,79D   
3,454  9,356.  12.                                                     
      580 20 ， 3P0 引             ， 085 4,655 14,740                 
8,707 15, 。 680 22,387 7 ， 2 ロ ワ 4 ， D D 2 l Ⅰ ワ l l 8   

?0 ， 7 挺 @ ，㎝ ァ お ， 6% 博 ， 832 9,703 29,7% 2l お ㎝   
    068 2,2% 5,354 l,0l2           506 @780   

(6) 君門事業場 ( 君門川 ) 

昭和   

      

    
    
    

      
    
  2 849 2,754 2,583 

  
    

(7) 有朋 事業場                       
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(8) 年前事業場               
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  使用                                               
      

  

  938@ 2,277@ 5,215           l ㏄         653     

      

  

㏄ ) 羅国事業場 ( 離日酒 ) 

昭和 

8   i 25 285           ｜ l 

5.  べほ さけ 

ウ ル モベツ ふ化場 

      

  大正 5l @ l,454 l,5 るる 1 2,                               ， 828 2,550 
6 l 5,364 l1,655 5.                                             

  
  

      

                                ,  582  5,245  1                               

    一 @l 

  15                                               ㏄ 4l ぴ， ㎝ 5 55,8 Ⅳ 

    

  
一 27.             ?4n 4, 簿 4 20.254 52, 巧 6 47 円 お 

一一 ]l4 @  ロ 5  6  , l94                                       け， ㏄ ] 
    一一 l 一 32, 穏 51  化， 5P5   6,552  22,                   37,7 列 

昭和 

檸 27 2  20                   D78    %   751  け ， 力 4  6,207  24,l2@  和         ㎡， 895 

  4 １ ｜ 823 こ 998 8,8 と 4,584 2,0 ㏄ 6,422 l4,42D l2,045 

                                                625 ワ， る る 6 25,l28 21,95 

          2721                     5 ㏄ l.260 l.24 

            242                                   65 ろ @59 

]952 l955     
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附表 2 

国後立場さけ・ますふ 化事業成績 

1. さけ 

  
国 良明治 足 尾 尾 

  
    

緒 6,232 3,5 ㎝ヮ ， 団 6 2 月 48 2,929 5,777 3, 餌 0 ， 0 叩 3,@ ， 2 帖 

57@ 2,525@ 249@ 2,774@ 1,982@ 1,895@ 5,877@ 5,515,200@ 2,798,802 

5812,063         2,454 「， 6% 2,l45 5,797 5,154,000 3,0ll 月 22 

t0 366 スレ 4 099D ー１１ 43<3 リ ,, 4 l １ 82 ヘ 731・ 444・ ・ 4,268,800・ 

4ll 2, ぴ 0 1872.547 2,1 た 1.48l 5,654 5.500 ， 0 ㏄ 5,187 メ ㏄ 
  42l@5,461@ 1,449@6,910@ 4,012@3,288@7,300@ 5,086,000@4,706,512 

      45l4,7424, 446,4%7, ㏄ Ⅳ 29,5945,7754,2448, 5l5,5%4,8527,D75 Ⅱ， ㎝ 7275,40 94,450 ロ， ， D0D4, ロ ㎝ 5,Dl5,]53 Ⅱ 4,4 皿 
I 大正 

元 4, ㏄ 7 5, 緒 4l0 ， 0% 5, ㏄ 5 5,294 8,957 4,520,0 ㏄ 4,022,678 

2 7, Ⅱ 0 8,254@ ， ふ幼 5,874 8,254]4, 「 48 6 Ⅱ 2 山口㏄ 5,707,5 幼 

3@ 6,662@ 8,85915,521@ 5,595@ 8,85914,2541@5,742 ，                         

  

4 8,053 6,P02l4,9 あ 4,500 5.85 ㌃⑨ 褥 5,5, 067,4 ㎝ 4,27l,500 

5l4,8953,0727 白 2,0063.4595, パタオ 邸 5l,8202,5254, 7075,l506,0573, 糾 5 。 5 皿 ㏄ 好 5,0003,42l, ， 0D02586,5% 口 ㏄ 

7 4,423 4 月 09 9, 縫 9 3,689 4.257 ァ， 746@5,742,                         
    乃 814 9,49 Ⅱ 7,305 6,221 7,8l4                                                     

簗 七銭 5%,05725,052 7,870 9,4l217,282 Ⅱ 2,                                   

      穏乙卸乙 Ⅲ i ん 7828, 5%7,0%5,055552 鰯 Ⅱ 氏 ㎝ 56, 杓 96,78 るる， ㍉ 2,878l 3776,l Ⅱ 795, ㏄， ZDDS,54]56D ㏄ 0 柏 ， 752, ㏄ ロ 。   
4 5,7% 4,5 ㎡ 10,527 4,4 Ⅰ 5,D 乃 7,532 7,408,                         

5. 氏化 5 6,d 博 @ ， 5 餌 4,558 5,683 9U Ⅰ し 4 l １ つ 77 492 円 n0 6,877, 
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  場 数 l 計 @ @ 使用新色、 宇 6 l 摘 要   
      

                                    2 万 8,672.5,0@@ ，る ㏄ け ， 175 月 nn 腱                       
二七 城 大正 

  
目   2, 巧 526 52,2 46l け 4,572ll,4982,D723,57C0?,8l3,4D0@2,625,l% 987l33l 527 あ 8 Ⅰ 5,60 口 5 乃 ， 7 Ⅰ 
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  数 使用朗色数 一 l 採卵 数                   要     

舌根 別 @ 和   

  

  
朽 2, 仔 7 2,94l 5, ㏄ 8 2,0 引 1,4 ㏄ 5,5 円 4,500 ， a 叩 4,2 加山ワロ。 

， 590 6,6l312,205 5,445 5 。 032i 6,475 8.000,000                     

      ， 351 5,193・ 1,221 964                                                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

温根沼 昭和     
        10 9   う 48 502                                                                 
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                                        """"""" ・ 計 数 l                                                                                                 
  

      
    

  

    
  18 632i l2 ㏄ 8l.4202, ㏄ 8 225 8 5 7 １ Ⅱ 2 0 7 5 0 口 １１ 1 8 5 ? ワ 4 0 

2.  からふとます   
        

  

    
一 79 一 




